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北
海
道
の
山
ス
キ
ー
は
、
十
勝
の
三
段

山
や
富
良
野
岳
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
尾
根
、
少

し
遠
い
が
、
有
明
山
、
札
幌
近
郊
で
は
羊

蹄
山
各
コ
ー
ス
、
ニ
セ
コ
の
チ
セ
ヌ
プ
リ

な
ど
が
メ
ジ
ャ
ー
な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
山
々
で
は
平
日
は
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を

求
め
る
外
国
人
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

小
喜
茂
別
岳
ト
ラ
バ
ー
ス
ル
ー
ト
試
登

　

喜
茂
別
岳
（
１
１
７
７
ｍ
）
は
札
幌
近

郊
の
地
味
な
山
だ
。
天
気
が
良
け
れ
ば
頂

上
か
ら
は
羊
蹄
山
が
望
ま
れ
る
。
夏
尾
根

を
登
る
ル
ー
ト
や
小
喜
茂
別
岳
を
経
由
す

る
ル
ー
ト
が
一
般
的
で
、
３
時
間
半
前
後

で
喜
茂
別
岳
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
１
月
～

２
月
に
は
頂
上
付
近
か
ら
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
楽
し
め
る
が
、
小

喜
茂
別
岳
と
の
コ
ル
で
は
シ
ー
ル
を
セ
ッ

ト
し
て
小
喜
茂
別
岳
を
登
り
返
さ
ね
ば
な

ら
な
い
の
が
難
点
だ
。

　

そ
こ
で
「
小
喜
茂
別
岳
を
ト
ラ
バ
ー
ス

す
れ
ば
ス
キ
ー
で
下
山
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
と
考
え
て
、こ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
ル
ー

ト
を
試
登
し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
の
下
部
は

沢
が
あ
り
、
渡
渉
を
強
い
ら
れ
る
リ
ス
ク

が
あ
る
。
２
時
間
程
度
で
小
喜
茂
別
岳
の

コ
ル
に
着
い
た
。
し
か
し
、
渡
渉
や
沢
型

の
急
斜
面
ト
ラ
バ
ー
ス
が
多
く
、
ス
キ
ー

下
山
は
可
能
だ
が
、
滑
走
に
は
全
く
向
か

な
い
ル
ー
ト
だ
。

　

や
が
て
昼
前
に
は
山
頂
に
到
着
。
シ
ー

ル
を
外
し
て
頂
上
直
下
の
斜
面
を
快
適
に

滑
る
と
、
す
ぐ
に
小
喜
茂
別
岳
の
コ
ル
に

達
し
た
。
私
た
ち
は
、
小
喜
茂
別
岳
を
登

り
返
さ
ず
、
夏
道
の
登
山
口
に
向
け
て
コ

ル
か
ら
真
ん
中
の
大
き
な
尾
根
上
を
滑
走

開
始
し
た
。
快
適
だ
！　

ま
ば
ら
な
樹
林

帯
を
快
適
に
、
樹
々
を
自
在
に
避
け
て

嬉き

き々

と
し
て
滑
走
す
る
。

　

頂
上
か
ら
駐
車
場
ま
で
一
直
線
！

　

万
が
一
大
き
な
渡
渉
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
最
悪
濡
れ
れ
ば
良
い
だ
け
だ
と
覚
悟

し
て
い
た
が
、
幸
い
夏
山
登
山
口
の
沢
は

雪
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
夏
道
の

林
道
を
駐
車
場
ま
で
滑
り
降
り
る
。
こ
の

ル
ー
ト
は
誰
か
が
過
去
に
登
下
降
し
て
い

る
と
は
思
う
が
、
頂
上
か
ら
駐
車
場
ま
で

ス
キ
ー
で
快
適
に
下
り
通
せ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
は
大
き
い
。
来
シ
ー
ズ
ン
が
待

ち
遠
し
い
！

（
滑
降
：
２
０
１
９
年
４
月
７
日
）

鴨澤修　札幌中央勤労者山岳会／道央頂稜からの下り

札札幌幌市市喜喜茂茂別別岳岳

小小喜喜茂茂別別岳岳

北北海海道道
喜喜茂茂別別町町

喜喜茂茂別別川川

997700mm

黒黒
川川

11117777mm

札札幌幌

223300
PPPP

登登山山口口

※小喜茂別岳トラバースルートは滑走には不適
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い
た
浅
い
沢
（
凹
地
）
は
上
部
に
雪せ

っ

庇ぴ

が
見
え
る
の
で
、
沢
に
は
下
り
ず

に
左
の
樹
林
帯
を
進
み
、
尾
根
に
取

り
付
い
て
頂
上
に
向
か
う
。
右
（
西

側
）
の
尾
根
は
頂
上
に
直
上
す
る
が
、

頂
上
直
下
は
傾
斜
が
急
で
ク
ラ
ス
ト

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
左
（
東
側
）

の
緩
や
か
な
尾
根
が
無
難
で
あ
る
。

新
雪
は
尾
根
に
近
づ
く
と
浅
く
な
る
。

　

１２
時
０４
分
、
雛
岳
頂
上
に
着
く
。
天

●
雛
岳
（
北
八
甲
田
）

　

国
道
１
０
３
号
を
酸
ヶ
湯
方
向
に

走
り
、
途
中
の
萱
野
茶
屋
を
過
ぎ
て

左
折
し
、
火
箱
沢
林
道
か
ら
田
代
方
面

に
向
か
う
。
雛
岳
の
登
り
口
の
箒
場
平

に
は
茶
屋
が
あ
り
、
通
常
で
あ
れ
ば
そ

の
前
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
な
る
。

　

箒
場
平
を
９
時
４２
分
に
出
発
す
る
。

ト
レ
ー
ス
に
沿
っ
て
２
３
０
度
の
方

向
に
進
ん
だ
の
で
、
ス
キ
ー
コ
ー
ス

の
標
識
は
確
認
で
き
ず
。
進
ん
だ
コ
ー

ス
は
2
、
3
の
小
沢
を
越
す
が
、
ほ

ぼ
平へ

い
た
ん坦

で
見
通
し
も
利
か
な
い
。
コ

ン
パ
ス
が
頼
り
で
あ
る
。
先
週
の
降

雪
が
ず
ぶ
ず
ぶ
と
踝

く
る
ぶ
し

く
ら
い
ま
で
沈

み
、
歩
き
に
く
い
。
目
当
て
に
し
て

気
は
晴
れ
て
い
る
が
靄も

や

が
出
て
、
周

り
の
景
色
は
露
出
オ
ー
バ
ー
の
写
真

の
よ
う
に
見
え
る
。
１２
時
３３
分
に
下

山
開
始
。
上
部
の
大
斜
面
は
落
下
す

る
雪
で
、
お
び
た
だ
し
い
雪
ダ
ル
マ

が
発
生
し
て
お
り
、
慎
重
に
な
っ
て

大
斜
面
を
避
け
、
樹
林
帯
の
尾
根
上

を
滑
る
。
１３
時
２３
分
、
箒
場
平
に
下

山
す
る
。

　

雛
岳
は
北
八
甲
田
の
主
要
峰
、
高

田
大
岳
の
隣
に
ち
ょ
こ
ん
と
あ
る
標

高
１
２
４
０
ｍ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
山

で
、
頂
上
付
近
か
ら
の
滑
り
の
ほ
か

下
部
の
樹
林
帯
の
歩
き
も
楽
し
い
。

（
山
行
：
２
０
１
４
年
３
月
２６
日
）

花
田
裕
二　
青
森
勤
労
者
山
岳
会

　八甲田の山スキーで登山対象になり、かつアプローチ
が容易で滑りがいのある山として、北八甲田の雛岳、南
八甲田の横岳が挙げられるだろう。時期は、積雪が安定
する２月下旬から５月上旬が入りやすい。パウダースノー
になるのは案外少ない。また、アプローチの道路は通年
通行できるが時間規制があるので、行動時間が制約され
るという点にも注意が必要である。
　本誌では、それぞれの記録を紹介する。

雛岳下部（遠景は北八甲田）
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●
横
岳
（
南
八
甲
田
）

　

国
道
１
０
３
号
を
酸
ヶ
湯
方
面
に
向
か
い
、
城
ヶ

倉
温
泉
の
と
こ
ろ
を
右
折
し
て
城
ヶ
倉
大
橋
を
越
え

た
袂た

も
と

に
駐
車
場
が
あ
る
。
こ
こ
に
車
を
停
め
て
３０
分

弱
歩
き
、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を
抜
け
た
と
こ
ろ
が

横
岳
（
１
３
３
９
ｍ
）
の
登
り
口
に
な
る
。

　

ほ
ぼ
真
南
の
方
向
に
進
む
。
込
み
い
っ
た
灌か

ん
ぼ
く
た
い

木
帯

を
過
ぎ
る
と
ブ
ナ
の
大
木
が
現
れ
、
次
第
に
ア
オ
モ

リ
ト
ド
マ
ツ
に
変
わ
り
、
樹
高
が
低
く
な
る
と
樹
氷

に
な
り
、
頂
上
稜
線
に
出
る
。
頂
上
稜
線
は
平
坦
な

地
形
で
、
横
岳
頂
上
ま
で
は
少
し
距
離
が
あ
る
。
ガ

ス
っ
た
り
吹
雪
で
視
界
の
な
い
と
き
は
注
意
し
た
い
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
好
天
で
締
ま
っ
て
固
い
雪
の
上
に

新
雪
が
５
～
１０
㎝
積
も
っ
て
、
非
常
に
歩
き
や
す
い
。

晴
天
だ
が
気
温
は
あ
ま
り
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
歩
き

始
め
手
が
か
じ
か
む
。
樹
林
帯
が
切
れ
る
辺
り
か
ら

風
が
強
ま
り
、
頂
上
稜
線
で
は
猛
烈
に
吹
か
れ
る
。

晴
れ
て
北
八
甲
田
が
く
っ
き
り
見
え
て
い
る
の
に
、

地
吹
雪
が
ひ
ど
い
。
途
中
で
目
出
帽
を
出
し
て
毛
帽

子
と
取
り
換
え
、
ゴ
ー
グ
ル
を
着
け
る
。
２
時
間
少

し
で
横
岳
頂
上
着
。

　

滑
降
を
始
め
る
と
、
素
晴
ら
し
い
雪
質
で
存
分
に

滑
り
が
楽
し
め
る
。た
だ
、下
り
は
広
い
尾
根
な
の
で
、

間
違
っ
た
方
向
に
滑
り
降
り
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
（
山
行
：
２
０
１
９
年
２
月
２４
日
）

横岳の頂上稜線
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●
矢
代
山
地
・
粟
立
山

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、

一
部
の
人
た
ち
か
ら
山
ス
キ
ー
の
別

天
地
と
も
い
わ
れ
る
矢
代
山
地
。
北

陸
で
も
屈
指
の
豪
雪
地
帯
に
あ
り
、

春
の
あ
る
程
度
雪
が
締
ま
っ
た
時
期

が
適
し
て
い
る
が
、
最
近
で
は
雪
質

の
良
い
厳
冬
期
に
も
登
山
者
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
こ
こ

で
紹
介
す
る
粟
立
山
（
１
１
９
４
ｍ
）

も
他
の
矢
代
の
山
々
と
同
様
、
ス
キ
ー

に
適
し
た
素
晴
ら
し
い
斜
面
を
有
し

て
い
る
。

　

ル
ー
ト
を
探
り
な
が
ら

　

粟
立
山
山
頂
へ

  

他
の
パ
ー
テ
ィ
が
前
日
に
つ
け
た
ト

レ
ー
ス
を
利
用
し
、
雪
に
覆
わ
れ
た

田た
ん
ぼ圃

と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
抜
け
て
、

万
内
川
ぞ
い
の
林
道
に
沿
っ
て
上

が
っ
て
い
く
。
快
晴
の
空
の
下
、
朝

日
を
浴
び
な
が
ら
シ
ー
ル
を
刻
み
気

持
ち
よ
く
歩
を
進
め
て
い
く
。

　

ス
キ
ー
の
ト
レ
ー
ス
に
助
け
ら
れ

浅
瀬
和
人　
め
っ
こ
山
岳
会
／
石
川

タカンボウ山
谷筋はどこまでもパウダー

粟立山の山頂を北面の谷（流浜谷）から滑り降りる

な
が
ら
、
ｈ
＝
９
１
６
の
尾
根
か
ら

林
道
を
横
切
っ
て
、
小
さ
な
谷
を
渡

り
、
ｈ
＝
９
６
６
を
巻
い
て
尾
根
に

上
が
っ
て
、
粟
立
山
へ
と
至
る
ル
ー

ト
を
と
る
。
文
章
に
書
い
て
も
や
や

こ
し
い
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
上
に

ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
難
し

い
。
ホ
ン
ト
、
ト
レ
ー
ス
に
感
謝
。

林
道
を
横
切
っ
た
辺
り
か
ら
は
粟
立

山
の
大
斜
面
を
見
上
げ
る
。「
こ
こ
を

滑
る
の
か
！
」
と
胸
が
踊
ら
さ
れ
る
。

念
の
た
め
、
こ
こ
で
弱
層
テ
ス
ト
（
Ｅ

Ｃ
Ｔ
）
も
し
て
、
積
雪
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
。

　

粟
立
山
の
山
頂
に
立
つ
と
、
展
望
が

広
が
る
。
南
方
に
は
営
業
を
再
開
し
た

ロ
ッ
テ
ア
ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場

も
見
え
る
。
こ
こ
で
、「
こ
れ
、
東
面

よ
り
も
北
面
の
谷
（
流
浜
谷
）
が
面

白
そ
う
じ
ゃ
な
い
？
」「
い
や
、
東
面

も
面
白
そ
う
」
と
な
り
、
人
数
も
多

い
の
で
パ
ー
テ
ィ
分
け
を
し
て
、
両

ル
ー
ト
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

北
面
組
は
、
山
頂
か
ら
広
が
る
広

大
な
斜
面
に
直
に
ド
ロ
ッ
プ
！　

気

持
ち
よ
く
谷
を
落
と
し
て
い
き
、
ｈ

＝
１
１
０
８
と
の
市
境
尾
根
の
コ
ル
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譲
ら
ず
、
結
局
は
粟
立
山
の
谷
は
ど

こ
も
良
い
、
と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。

留
意
事
項

・
駐
車
は
西
野
谷
集
落
の
除
雪
末
端
の
路
肩
。
除

雪
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

・
粟
立
の
「
粟
」
は
雪
崩
の
こ
と
。
粟
立
山
は
粟

が
立
つ
山
、
即
ち
「
雪
崩
が
出
る
山
」
を
意
味

し
て
い
る
。
数
年
前
に
は
こ
の
粟
立
山
で
雪
崩

に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
雪
質
の

チ
ェ
ッ
ク
は
確
実
に
実
施
し
た
い
。

（
山
行
：
２
０
１
９
年
２
月
１１
日
）

●
五
箇
山
・
タ
カ
ン
ボ
ウ
山
（
１
１
１
９
ｍ
）

　

石
川
県
を
は
じ
め
と
す
る
北
陸
の

山
々
は
、
ア
ク
セ
ス
と
積
雪
に
恵
ま

れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
地
方
特
有

の
湿
雪
か
ら
パ
ウ
ダ
ー
を
堪
能
で
き

る
機
会
は
少
な
い
。
そ
れ
で
も
寒
気

を
上
手
く
捉
え
れ
ば
、
里
山
で
も
快

適
な
パ
ウ
ダ
ー
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
回
は
そ
の
よ

う
な
里
山
の
ル
ー
ト

を
紹
介
す
る
。

　

東
海
北
陸
自
動
車

道
五
箇
山
Ｉ
Ｃ
を
出

て
５
分
で
タ
カ
ン

ボ
ー
ス
キ
ー
場
に
到

着
。
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
ゲ
レ
ン
デ
ト
ッ

プ
へ
到
着
。
シ
ー
ル
を
貼
り
、
タ
カ

ン
ボ
ウ
山
の
北
東
尾
根
に
踏
み
出
す
。

登
り
始
め
は
細
尾
根
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

が
少
々
あ
る
が
、
シ
ー
ル
で
登
る
に
は

問
題
な
い
。

　

タ
カ
ン
ボ
ウ
山
の
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
は
、
こ
の
北
東
尾
根
の
往
復
が
一

般
的
な
コ
ー
ス
。
帰
り
ル
ー
ト
は
、
細

尾
根
に
入
っ
て
か
ら
途
中
で
東
側
に

見
え
る
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
に
向
か
っ

て
滑
り
下
り
れ
ば
登
り
返
し
は
な
い
。

　

さ
て
、
細
尾
根
が
終
わ
る
と
尾
根

も
歩
き
や
す
く
な
り
、
鉄
塔
を
過
ぎ

た
辺
り
か
ら
は
気
持
ち
の
良
い
ブ
ナ

の
広
尾
根
に
。
ブ
ナ
に
癒
や
さ
れ
な

が
ら
シ
ー
ル
で
登
る
。
ス
キ
ー
場
ト
ッ

プ
か
ら
約
２
時
間
で
、
ど
こ
が
三
角

点
な
の
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
広
々
と

し
た
タ
カ
ン
ボ
ウ
山
に
到
着
。

　

ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
の
始
発
に
乗
れ

ば
、
普
通
な
ら
山
頂
着
は
１１
時
前
。
時

間
が
早
い
の
で
、
体
力
に
余
裕
が
あ

れ
ば
雪
質
の
良
い
北
西
の
谷
を
ひ
と

滑
り
す
る
の
も
お
勧
め
。
斜
度
が
あ

る
の
で
雪
崩
に
十
分
注
意
し
て
か
ら

滑
り
込
む
と
、
特
上
サ
ラ
サ
ラ
の
パ

ウ
ダ
ー
を
撒ま

き
散
ら
し
２
０
０
ｍ
ほ

ど
滑
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

山
頂
で
ふ
た
た
び
シ
ー
ル
を
剥
が

す
。
南
東
の
尾
根
へ
コ
ン
パ
ス
を
睨に

ら

み
な
が
ら
ｈ
＝
９
７
８
に
向
か
っ
て

滑
り
込
み
、
最
後
は
東
面
の
広
い
谷

を
ダ
メ
押
し
の
ス
プ
レ
ー
パ
ウ
ダ
ー

を
巻
き
上
げ
て
歓
喜
の
叫
び
を
上
げ

な
が
ら
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
林
道
桂

線
・
打
越
ト
ン
ネ
ル
の
前
に
飛
び
出

す
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
は「
神
ル
ー
ト
！
」

の
声
。

　

こ
こ
か
ら
取
り
付
き
の
ス
キ
ー
場

ま
で
は
、
林
道
約
１
・
６
㎞
を
ラ
ッ
セ

ル
し
、
国
道
約
２
・
４
㎞
を
板
を
担
い

で
歩
く
こ
と
に
な
る
が
、
先
ほ
ど
の

激
パ
ウ
ダ
ー
の
滑
り
を
語
り
合
い
な

が
ら
歩
け
ば
ア
ッ
と
い
う
間
だ
。

・
帰
り
の
温
泉
は
、「
く
ろ
ば
温
泉
」（
６
０
０
円
）

が
近
く
、
ま
た
食
堂
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

・「
道
の
駅　

上
平　

さ
さ
ら
館
」
の
中
に
あ
る
「
旬

菜
工
房　

い
わ
な
」
が
美
味
し
く
て
お
勧
め
。

（
山
行
：
２
０
１
５
年
１
月
１２
日
）

タカンボウ山
谷筋はどこまでもパウダー

に
少
し
だ
け
登
り
返
し
。
そ
し
て
コ

ル
か
ら
流
浜
谷
へ
滑
り
下
る
！
「
気

持
ち
い
ぃ
～
！
」「
サ
イ
コ
ー
」
と
だ

だ
っ
広
い
谷
を
ド
ン
ド
ン
滑
っ
て
い

く
。
万
内
川
が
近
づ
く
と
流
水
が
見

え
、
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
際
ど
く
渡

り
、
ト
レ
ー
ス
に
助
け
ら
れ
な
が
ら

車
に
帰
着
。

　

東
面
組
と
は
途
中
で
合
流
。
東
面

は
ド
ロ
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
支
尾

根
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
慎
重
に
探

り
な
が
ら
滑
り
、
そ

の
後
は
谷
筋
を
気
持

ち
よ
く
滑
り
下
っ
た

と
の
こ
と
。

　

お
互
い
に
、「
絶

対
に
こ
っ
ち
の
方
が

楽
し
か
っ
た
！
」
と
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ク氷河南イニリチェ

バヤンコル
5790 6145

6400

6350

6800

6814

6873

6700

7010
6371

6120

6050

ムラーモルナヤシチナ
（大理石壁峰）

プルジェバルスキー

チャパーエフ

ゴーリキー

ドゥルージバ峠

ドゥルージバ

ラパソフ
ボエンニエトポグラフィ

（軍測量技師峰）

シピーロフ
   　6201

カーリタウ
　　    5450

ポベーダバージャプシャベラ
（ポベーダ西峰） 7049?7439

6918

ディーキー
         コル

6742

ネルー
5760

BC

シャテル

アジーンナツァチ

5816

デ
ィ
ー
キ
ー
氷
河

ズ
ベ
ズ
ド
ー
チ
カ
氷
河

BC

BC

セミョーノフ

ハンテングリ

北 　イ 　ニ 　リ　 チェ 　ク 　氷　 河

5437

13

中
央
ア
ジ
ア
の
高
峰
〈
完
〉

ポ
ベ
ー
ダ（
下
）   

国
境
稜
線
を
行
く

　

５
７
０
０
ｍ
か
ら
お
お
む
ね
岩
稜

帯
が
続
く
が
、
極
端
に
難
し
く
は
な

い
。

　

６
７
５
０
ｍ
付
近
で
岩
稜
は
終
わ

る
が
、
最
後
の
最
後
に
急
な
壁
と
な

り
、
上
端
は
手
が
か
り
乏
し
い
ク
ラ
ッ

ク
と
な
っ
て
重
荷
で
の
乗
っ
越
し
は

固
定
ロ
ー
プ
の
助
け
が
あ
っ
て
も
苦

し
い
。

　

後
は
幅
広
の
雪
稜
を
登
り
つ
め
る

と
コ
ク
シ
ャ
ル
タ
ウ
連
峰
の
一
角
、

ド
ー
ム
状
の
バ
ー
ジ
ャ
プ
シ
ャ
ベ
ラ

（
ポ
ベ
ー
ダ
西
峰
）
頂
上
だ
。
眼
下
は

る
か
に
新
疆
側
の
大
地
が
広
が
り
、

背
後
の
白
い
世
界
と
は
対
照
的
だ
。

　

頂
上
で
左
折
し
、
す
ぐ
に
Ｃ
５
地

点
の
窪
地
（
６
９
０
０
ｍ
）
と
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
各
キ
ャ
ン
プ
地
の
間
隔

は
比
較
的
短
い
。
体
力
と
高
度
順
応

が
十
分
な
ら
一
つ
置
き
に
進
ん
で
来

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

西
峰
か
ら
ポ
ベ
ー
ダ
主
峰
往
復
に

は
丸
１
日
の
好
天
が
欠
か
せ
な
い
。

リ
ー
ダ
ー
に
は
的
確
な
気
象
の
読
み

と
、
行
く
か
待
つ
か
の
判
断
力
・
決

断
力
も
求
め
ら
れ
る
。

　

西
峰
を
後
に
キ
ル
ギ
ス
と
中
国
の

国
境
稜
線
を
東
進
す
る
。
馬
の
背
な

ら
ぬ
カ
バ
の
背
の
よ
う
な
広
い
雪
稜

で
難
し
く
は
な
い
が
、
そ
の
両
外
側

は
急
峻
に
切
れ
落
ち
て
い
る
。

　

片
道
４
㎞
弱
の
７
０
０
０
ｍ
近
い

ポベーダ主峰目指して「カバの背」稜線を行く

6



稜
線
は
筆
者
が
行
動
し
た
時
は
よ
く

ク
ラ
ス
ト
し
て
い
て
ラ
ッ
セ
ル
の
労

は
な
か
っ
た
が
、
も
し
深
雪
状
態
だ
っ

た
ら
非
常
に
苦
し
い
ア
ル
バ
イ
ト
を

強
い
ら
れ
よ
う
。

　

緩
や
か
な
起
伏
の
稜
線
歩
行
が
続

く
が
、
や
が
て
下
り
勾
配
に
な
る
と

中
国
側
の
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る

よ
う
に
な
る
。
ス
リ
ッ
プ
せ
ぬ
よ
う

要
注
意
だ
。

　

下
り
着
い
た
コ
ル
の
向
こ
う
側
左

手
に
５０
ｍ
ほ
ど
の
岩
塔
が
突
っ
立
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
オ
ベ
リ
ス
ク

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
高
度
は
Ｃ
５
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
こ

ま
で
進
ん
で
来
て
、
な
お
高
度
差
５

０
０
ｍ
の
登
り
が
待
っ
て
お
り
、
よ

り
確
実
を
期
し
て
こ
の
コ
ル
に
最
終

キ
ャ
ン
プ
を
置
く
隊
も
あ
る
。
た
だ

し
、
そ
の
場
合
は
悪
天
候
に
見
舞
わ

れ
る
と
身
動
き
で
き
ず
、
こ
の
隔
絶

環
境
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
に
も

な
り
、
山
頂
ア
タ
ッ
ク
の
起
点
を
ど

こ
に
す
る
か
は
難
し
い
判
断
だ
。

　

コ
ル
か
ら
初
め
て
本
格
的
な
登
り

が
始
ま
り
、
オ
ベ
リ
ス
ク
右
横
の
雪

壁
か
ら
岩
と
岩
の
間
を
抜
け
て
雪
稜

に
出
る
。

　

雪
稜
か
ら
岩
峰
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て

中
国
側
の
急
な
雪
壁
を
斜
上
す
る
。

　

再
び
尾
根
に
戻
る
と
次
第
に
や
せ

て
く
る
。

　

短
い
が
か
な
り
の
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ

を
通
過
す
る
と
傾
斜
が
緩
ん
で
き
て

頂
上
は
近
い
。

　

ほ
ぼ
水
平
な
頂
稜
に
い
く
つ
か
の

高
点
が
あ
り
、
北
稜
が
突
き
上
げ
て
く

る
辺
り
ま
で
進
め
ば
待
望
の
ポ
ベ
ー

ダ
登
頂
と
な
る
。
キ
ル
ギ
ス
側
に
雪

庇
が
出
て
い
る
の
で
、
て
っ
ぺ
ん
に

は
立
た
ぬ
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

　

１
９
９
１
年
８
月
１４
日
、
筆
者
は

ポ
ベ
ー
ダ
の
頂
上
に
立
っ
た
。
こ
の

登
頂
で
ソ
連
（
当
時
）
の
５
大
高
峰

す
べ
て
に
登
っ
た
こ
と
に
な
り
、
８９

年
の
ハ
ン
テ
ン
グ
リ
登
頂
で
特
例
的

に
得
て
い
た
ソ
連
山
岳
連
盟
制
定
の

「
雪
豹
」
称
号
を
よ
り
完
璧
な
も
の

に
し
た
。
も
っ
と
も
、
ソ
連
は
こ
の

４
ヵ
月
後
に
解
体
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
私
は
最
初
に
し
て
最
後
の
、
そ

し
て
唯
一
の
西
側
（
非
ソ
連
・
東
欧
圏
）

雪
豹
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。（
※
１
）

※ 1　ソ連解体後、5 座は中央アジア 3 ヵ国（タジキスタン、キルギス、カザフスタン）に分布することとなったが、
　　  その後私の知る範囲では林雅樹、品川幸彦、田部井淳子諸氏が 5 座を極めている。

オベリスクのコル。主峰まで高差 500 ｍの登りが待っている

ポベーダ頂上から南面トムールスウ氷河を見下ろす

ポベーダ日
本 隊 初 登
頂！　同行
のカザフ・
クライマー
と共に
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北
側
に
は
ハ
ン
テ
ン
グ
リ
を
筆
頭

に
重
畳
た
る
中
央
天
山
の
山
並
み
が

広
が
り
、
南
を
見
下
ろ
す
と
新
疆
側
、

ト
ム
ー
ル
ス
ウ
氷
河
が
う
ね
っ
て
い

る
。（
※
２
）

　

帰
り
も
高
高
度
で
消
耗
し
た
体
に

長
い
道
程
が
待
っ
て
い
る
。
特
に
オ

ベ
リ
ス
ク
ま
で
の
下
り
に
は
細
心
の

注
意
を
払
い
た
い
。

　

コ
ル
か
ら
西
峰
へ
も
い
く
つ
か
の

緩
い
登
り
返
し
が
あ
り
、
疲
労
と
高

度
の
影
響
が
表
れ
て
な
か
な
か
に
苦

し
い
帰
路
に
な
る
。

登頂を終えて頂稜のやせ尾根を帰る

オベリスクのコルへの下降。西峰が彼方に見える

茜色に染まるハンテングリ（左端）に追い立てられるようにＣ 5 を目指した

　

西
峰
か
ら
Ｂ
Ｃ
へ
は
２
日
で
下
る

の
が
標
準
で
あ
る
。

　

視
界
不
良
時
の
下
降
で
は
尾
根
が

広
い
だ
け
に
固
定
ロ
ー
プ
上
端
、
岩

稜
が
始
ま
る
地
点
を
見
出
す
の
に
苦

労
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
注
意
深
く

下
り
た
い
。

　

今
回
で
旧
ソ
連
領
パ
ミ
ー
ル
・
天

山
の
概
説
を
一
先
ず
終
了
し
た
い
。

　

本
連
載
で
は
両
山
域
の
主
だ
っ
た

峰
頭
の
通
常
ル
ー
ト
の
紹
介
に
と
ど

ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

以
外
に
も
魅
力
的
な
ル
ー
ト
や
ピ
ー

ク
は
数
多
い
。
こ

れ
ら
の
山
域
で
の

登
山
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

諸
国
の
よ
う
な
政

府
に
納
め
る
高
額

な
登
山
料
が
な
い

の
で
割
安
に
登
れ

る
。
ぜ
ひ
そ
れ
ら

に
も
目
を
向
け
て

ア
タ
ッ
ク
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
る
。

※ 2　中国・新疆ウイグル側からは 1977 年に中国隊が雪崩に脅かされながらも登頂を果たした。日本隊では 86 年に女子登攀
クラブ隊が初挑戦したが、雪崩で重傷者が出て敗退。その後、横浜市大隊が 90 年（雪崩で 3 人行方不明で敗退）、92 年、
94 年と連続挑戦したが、アプローチの困難さ、ルートの危険性などで、いずれも成功していない。
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C O N T E N T S

　

表
紙
の
木
版
画　

杉
山
修

　
「
山
に
入
る
日
　
横
岳
へ
」

　

厳
冬
期
の
八
ヶ
岳
西
面
は
比
較
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
短
い
。

　

北
ア
ル
プ
ス
に
比
べ
て
天
候
の
回
復
も
早
く
、

　

通
年
営
業
の
小
屋
も
あ
る
の
で
入
山
者
も
多
い
。

　

経
験
豊
か
な
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、岩
壁
登
攀
、ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

　

稜
線
縦
走
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
冬
山
が
楽
し
め
る
。

鴨澤修
花田裕二
浅瀬和人

近藤和美

陶山正
前川秀幸

武井真理

酒井正裕

大蔵喜福

三瓶健

竹本幸造

村松孝一
宮澤健二

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真
原田勇成

松永秀和

　笹原芳樹

01　パウダースノー満喫の山スキー
　　　喜茂別岳
　　　雛岳・横岳
　　　粟立山・タカンボウ山

06　連載　NO LIMIT　限りなき山行
10　ふみあと  輝かしい 60 周年の年に！  

11　パウダースノー満喫の山スキー
　　　黒姫山
　　　上州武尊・荒砥沢
　　　専門店で聞いた山スキー最新装備の動向

16　連載　子づれ山さんぽ

17　シリーズ　いまさら聞けない !? 雪崩対策

18　連載　山の文化遺産めぐり 白馬・山とスキーの総合資料館

20　連載　アドベンチャー・トラベル

22　日本勤労者山岳連盟　第 34 回総会　第一次議案要約

25　全国登山学校交流会を開催

26　全国自然保護担当者会議を開催

27　JWAF CLICK
　　　マンガ　フゥフゥハァハァ
　　　追悼　白籏史朗さん

29　全国連盟の活動

30　専門委員会活動報告

33　ひと　北島英明さん

34　連載  クイズ 地図読み迷人
36　連載　白神便り　

38　連載　中国の青いケシ探訪記
39　筑井孝子のちょっと絵をうまく描こう ／ あらかると  石井光造

40　連載  オススメ山道具 山の基礎装備 コンパクトストック編
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輝かしい60周年の年に！
　

２
０
２
０
年
は
、
日
本
勤
労
者

山
岳
連
盟
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
６０

周
年
を
迎
え
る
。

　

全
国
理
事
会
は
、
全
国
労
山
創

立
６０
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
開
催
日
程
と
内
容

等
に
つ
い
て
決
定
し
た
。
記
念
式

典
は
６
月
２１
日
（
日
）
午
後
１
時

か
ら
５
時
ま
で
神
田
明
神
ホ
ー
ル

（
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
）

で
開
催
、記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、

ホ
テ
ル
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
文
京
区
・
神
田
明
神
ホ
ー
ル
か

ら
歩
い
て
５
分
）
で
午
後
６
時
か

ら
８
時
の
予
定
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
は
、
ア
ジ

ア
山
岳
連
盟
（
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
）
の
理

事
国
会
議
が
日
本
で
行
わ
れ
、
全

国
労
山
が
主
管
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
日
程
は
、
全
国

労
山
６０
周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
行

う
こ
と
に
し
、
６
月
１９
日
（
金
）

に
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
理
事
国
会
議
を
開
催

す
る
。

　

２
０
１
９
年
１０
月
に
キ
ル
ギ
ス

共
和
国
の
ビ
シ
ュ
ケ
ク
で
開
か
れ

た
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
総
会
で
、
理
事
国
会

議
の
日
程
と
全
国
労
山
６０
周
年
記

念
式
典
へ
の
参
加
案
内
も
行
っ
て

お
り
、
記
念
式
典
・
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
は
、
海
外
・
ア
ジ
ア
諸
国
の

山
岳
会
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
す
る

国
際
色
豊
か
な
も
の
と
な
る
。

　

し
か
し
、
全
国
労
山
の
組
織
実

態
を
み
る
と
、
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
具
体
的
に
は
２
月
の
第
３４

期
総
会
で
議
論
す
る
こ
と
に
な

る
。
労
山
は
、
会
・
ク
ラ
ブ
が
安

全
で
楽
し
い
登
山
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
、
地
方
連
盟
を
通
じ
て
、

登
山
技
術
講
習
会
、
山
筋
ゴ
ー

ゴ
ー
体
操
講
習
会
な
ど
様
々
な
助

成
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

も
し
も
の
遭
難
事
故
の
た
め
に
、

労
山
基
金
で
、
救
助
捜
索
費
用
、

入
通
院
費
用
の
補
助
な
ど
他
に
例

を
見
な
い
補
償
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
状
を
打
開
し
て
い
く
た
め
に

は
、
全
国
連
盟
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
だ
が
、
全
国
の
会
・
ク
ラ
ブ
、

地
方
連
盟
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が

安
全
で
楽
し
い
登
山
、
労
山
の
魅

力
を
語
っ
て
活
動
し
、
新
た
な
高

み
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
今
ほ

ど
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
な

い
。

　

２
０
２
０
年
を
、
輝
か
し
い
６０

周
年
記
念
の
年
に
す
る
た
め
に
、

労
山
運
動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を

呼
び
か
け
る
。

（浦添嘉徳／日本勤労者山岳連盟 理事長）
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野
尻
湖
の
西
に
位
置
す
る
黒
姫
山

（
２
０
５
３
ｍ
）
で
の
山
ス
キ
ー
は
、
ア
プ

ロ
ー
チ
が
簡
単
で
、
初
心
者
で
も
楽
し
め

る
。
ま
た
、
樹
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
日
陰

と
な
る
た
め
、
比
較
的
簡
単
に
深
雪
（
パ

ウ
ダ
ー
）
を
楽
し
め
る
の
も
魅
力
的
だ
。

　

黒
姫
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
ス
キ
ー
場
か
ら
第

２
リ
フ
ト
で
降
り
た
ら
、
シ
ー
ル
を
装
着

し
て
、
ス
キ
ー
場
跡
を
姫
見
台
（
ケ
ル
ン
）

を
目
指
し
て
登
る
。

　

そ
の
後
は
少
し
夏
道
沿
い
に
行
き
、
直

上
し
て
黒
姫
山
外
輪
の
稜
線
に
取
り
付
く
。

稜
線
通
し
に
２
つ
目
の
ピ
ー
ク（
２
０
１
０

ｍ
）ま
で
行
く
。
頂
上
に
行
き
た
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
稜
線
通
り
に
行
け
る
。

　

前
述
の
ピ
ー
ク
か
ら
表
登
山
道
に
向

か
っ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
滑
走
し
、
最

初
の
針
葉
樹
林
は
慎
重
に
降
り
る
。
登
山

道
の
尾
根
に
着
い
た
ら
、
後
は
尾
根
沿
い

に
滑
走
す
る
。
や
が
て
、
ブ
ナ
の
林
に
出

れ
ば
、
快
適
に
長
い
滑
走
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
１
２
０
０
ｍ
付
近
か
ら
尾
根

の
や
や
北
側
を
下
り
、
平
地
に
降
り
た
ら

北
側
を
目
指
す
。
ス
キ
ー
場
の
下
部
に
出

た
ら
、
ゲ
レ
ン
デ
を
横
切
っ
て
出
発
点
に

戻
る
。（
登
り
３
時
間
・
下
り
１
時
間
）

陶山正　山の会「かたつむり」／東京

夏道を登り始める

トラバースして表尾根夏道へ

針葉樹林を下る
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上
州
武
尊
・
荒
砥
沢
は
、
山
ス
キ
ー

の
初
級
者
向
け
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ル
ー
ト

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
パ
ウ
ダ
ー
ス

ノ
ー
が
期
待
で
き
る
半
日
ル
ー
ト
で
、

東
京
か
ら
比
較
的
近
い
の
も
魅
力
で
あ

る
。

　

オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト

を
乗
り
継
ぎ
ゲ
レ
ン
デ
ト
ッ
プ
に
出
て
、

前
武
尊
山
ま
で
の
急
斜
面
を
シ
ー
ル
登

高
開
始
。
気
分
は
上
々
、
歩
み
も
軽
い
。

前
武
尊
直
下
は
や
や
氷
化
し
た
急
斜
面

も
あ
る
が
、
ひ
と
登
り
で
日
本
武
尊
の

像
が
あ
る
前
武
尊
山
山
頂
に
出
る
。
人

気
の
山
だ
け
あ
り
、
山
ス
キ
ー
ヤ
ー
や

ボ
ー
ダ
ー
で
結
構
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

し
ば
し
の
休
憩
の
後
、
シ
ー
ル
を
剥
が

し
て
滑
降
モ
ー
ド
に
変
え
る
。

　

例
年
よ
り
積
雪
は
少
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
滑
る
に
は
十
分
の
量
が
あ

前
川
秀
幸　
町
田
グ
ラ
ウ
ス
山
の
会
／
東
京

る
。
前
武
尊
か
ら
尾
根
の
北
側
を
絡
ん

で
剣
が
峰
の
基
部
に
出
る
。
こ
こ
は
樹

林
の
間
隔
も
広
く
、
積
雪
が
不
安
定
だ

と
雪
崩
に
注
意
が
必
要
だ
。
過
去
に
も

雪
崩
事
故
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。

　

鞍
部
か
ら
荒
砥
沢
に
向
け
て
滑
り
降

り
る
。
最
初
は
カ
リ
カ
リ
の
斜
面
で
慎 前武尊へシール登高

荒砥沢滑降
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重
に
滑
降
し
た
が
、
暫
く
す
る
と
パ
ウ

ダ
ー
の
広
い
斜
面
が
展
開
し
、
快
適
な

滑
降
が
楽
し
め
た
。
し
か
も
こ
の
斜
面
、

先
ほ
ど
ま
で
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
や

ボ
ー
ダ
ー
が
い
た
が
、
周
り
を
見
渡
す

と
い
つ
し
か
私
た
ち
パ
ー
テ
ィ
だ
け
の

斜
面
と
な
っ
て
い
た
。
快
適
な
滑
降
に

歓
声
が
上
が
る
。

　

今
回
滑
降
し
た
谷
は
、
下
部
で
樹

林
が
密
と
な
る
こ
と
か
ら
、
標
高

１
７
４
０
ｍ
で
左
手
の
小
さ
な
尾
根
を

乗
り
越
す
。
す
る
と
、
ま
た
広
い
斜
面

が
続
く
。
沢
を
た
ど
る
こ
と
か
ら
雪
質

が
良
く
、
快
適
に
滑
る
。
こ
れ
ぞ
山
ス

キ
ー
の
楽
し
み
。
沢
が
狭
ま
っ
た
後
、

斜
度
が
緩
ん
で
視
界
が
広
が
っ
た
と
こ

ろ
で
、
林
道
が
横
切
る
。
荒
砥
沢
が
林

道
と
交
差
す
る
１
３
５
５
ｍ
付
近
は
、

林
道
の
左
岸
の
輪
郭
は
比
較
的
明
瞭
で

あ
る
も
の
の
、
右
岸
は
不
明
瞭
で
判
別

が
難
し
い
。
右
岸
ば
か
り
見
て
い
る
と
、

林
道
を
見
逃
し
て
し
ま
う
の
で
注
意
が

必
要
で
あ
る
。こ
こ
か
ら
林
道
を
ス
キ
ー

場
に
向
け
て
た
ど
る
。
こ
の
林
道
は
緩

い
登
り
が
あ
る
の
で
、
シ
ー
ル
を
着
け

る
。
１
時
間
ほ
ど
歩
い
て
ス
キ
ー
場
の

ゲ
レ
ン
デ
中
腹
に
戻
り
、
ゲ
レ
ン
デ
下

部
を
滑
り
降
り
終
了
し
た
。

山行：2019 年 2 月 24 日
タイム：9：25 オグナほたかスキー場ゲレンデトップ～
10：30 前武尊山（2040m）～荒砥沢滑降～ 12：00 林
道（1350m）～スキー場 13：15
メンバー：L 酒井正裕、鈴木香苗、毛利正、池田克明、
前川秀幸

快晴のもと滑り降りる

前武尊山山頂

13



―
―
矢
野
さ
ん
、
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
ま
ず
、
山
ス

キ
ー
ブ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

矢
野
さ
ん
（
以
下
敬
称
略
）　

山
ス
キ
ー

ブ
ー
ツ
は
レ
イ
ド
レ
ー
ス
向
け
の
競
技

用
を
別
と
す
れ
ば
、
滑
り
を
重
点
に
置

い
た
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
タ
イ
プ
と
登
り
も

強
く
意
識
し
た
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ー
リ
ン

グ
タ
イ
プ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の
モ

デ
ル
で
は
、
足
の
形
に
シ
ェ
ル
の
形

を
よ
り
リ
ア
ル
に
近
づ
け
る
シ
ェ
ル

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
発
達
し
、
イ
ン

ナ
ー
ブ
ー
ツ
の
厚
さ
を
薄
く
す

る
な
ど
に
よ
り
軽
量
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ッ
ク

ル
の
数
を
減
ら
す
た
め
に
、
ワ

イ
ヤ
ー
と
バ
ッ
ク
ル
を
組
み
合

わ
せ
た
新
シ
ス
テ
ム
や
、
Ｂ
Ｏ

Ａ
シ
ス
テ
ム
な
ど
ワ
イ
ヤ
ー
の
締
め
上

げ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
採
用
し
た
も
の
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
従
来

の
製
品
と
比
べ
る
と
耐
久
性
は
若
干
劣

る
も
の
の
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
軽
量

化
に
有
効
な
成
型
タ
イ
プ
の
イ
ン
ナ
ー

ブ
ー
ツ
も
普
及
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

よ
り
、
フ
ィ
ッ
ト
感
の
向
上
と
一
層
の

軽
量
化
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
靴
の
片
方
の
重
さ
が
１
・

５
㎏
前
後
の
モ
デ
ル
が
普
通
に
出
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

（
矢
野
）
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
フ
レ
ー
ム
ビ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
テ
ッ
ク
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
大
別
で
き
ま
す
。
日
本
で
は
デ
ィ
ア

ミ
ー
ル
に
代
表
さ
れ
る
フ
レ
ー
ム
ビ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
先
行
し
て
普
及
し
、
テ
ッ

ク
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
普
及
が
遅
れ
ま
し

た
が
、
近
年
は
急
速
に
普
及
し
、
最
近

の
標
準
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
テ
ッ

ク
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
長
所
は
、何
と
言
っ

て
も
軽
い
こ
と
。
フ
レ
ー
ム
ビ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
リ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
が
フ
レ
ー
ム
で

つ
な
が
れ
て
い
る
構
造
で
あ
る
が
故
に

２
㎏
近
く（
１
ペ
ア
）あ
る
の
に
比
べ
て
、

そ
れ
が
な
い
テ
ッ
ク
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

６
０
０
～
１
２
０
０
ｇ
程
度
で
す
。
ま

た
、フ
レ
ー
ム
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
ピ
ボ
ッ

ト
（
回
転
軸
）
が
つ
ま
先
よ
り
若
干
前

方
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
時
の
動
作

に
無
駄
が
生
じ
ま
す
が
、
テ
ッ
ク
ビ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
足
指
付
近
に
あ
る
こ
と
か

ら
ロ
ス
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で

ワイヤーを採用したブーツ。左は BOA システム 1 バックルの超軽量タイプ

カラファテ・目白店の矢野さん

　山スキーを楽しむ以上、最近の装備の
動向は気になるところ。そこで、バック
カントリースキーとクライミングの専門
店カラファテのスキー担当・矢野淳さん
にお話を伺いました。

（本誌・酒井正裕）
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し
さ
が
減
少
す
る
こ
と

と
、
何
よ
り
も
耐
久
性

が
低
下
し
、
へ
た
り
が

早
か
っ
た
り
折
れ
た
り

す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

―
―
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ス
キ

ン
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
矢
野
）
材
質
は
、
ナ
イ

ロ
ン
と
ヤ
ギ
の
毛
か
ら
作
ら
れ
た
モ
ヘ

ア
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
接
着
面
は
従

来
の
粘
着
タ
イ
プ
と
ア
ク
リ
ル
タ
イ
プ

（
シ
リ
コ
ン
系)

が
あ
り
ま
す
。
接
着
面

に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
粘
着
タ
イ
プ

は
安
価
で
接
着
力
を
補
修
し
や
す
い
一

方
、
日
本
の
よ
う
な
高
温
多
湿
な
条
件

で
は
ベ
タ
ベ
タ
に
な
り
や
す
い
と
い
う

欠
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
問
題

の
高
ま
り
か
ら
、
昔
の
よ
う
に
有
機
溶

剤
を
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
製

品
を
作
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
ア
ク
リ
ル
タ
イ
プ
は
劣
化
が

少
な
く
ベ
タ
ベ
タ
に
な
ら
な
い
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
す
が
、
高
価
で
あ
る
こ
と

と
、
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
難
し
い
と
い

う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
タ

す
の
で
、
テ
ッ
ク
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

際
に
使
用
す
る
と
、
そ
の
重
量
差
以
上

に
軽
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
テ
ッ
ク
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
着

脱
が
や
や
面
倒
な
点
が
あ
り
ま
す
。テ
ッ

ク
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
普
及
が
進
む
中
、

フ
レ
ー
ム
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
今
で
も
一

定
の
支
持
を
集
め
て
い
る
理
由
は
、
着

脱
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
と
、
ゲ
レ
ン
デ

ブ
ー
ツ
で
の
使
用
も
で
き
、
パ
ワ
ー
伝

達
性
が
高
く
、フ
リ
ー
ラ
イ
ド
系
の
ブ
ー

ツ
と
相
性
が
良
い
こ
と
で
す
。

―
―
ス
キ
ー
板
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
矢
野
）
ス
キ
ー
板
の
幅
は
セ
ン
タ
ー

の
幅
、
即
ち
足
元
の
幅
で
板
の
浮
力
が

イ
プ
に
つ
い
て
は
補
修
テ
ー
プ
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
補
修
テ
ー
プ

も
高
価
で
す
。

（
矢
野
）
ブ
ー
ツ
は
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ー
リ

ン
グ
タ
イ
プ
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
ツ
ー

リ
ン
グ
向
け
の
テ
ッ
ク
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

そ
し
て
、
ス
キ
ー
板
は
扱
い
や
す
い
８０

㎜
後
半
の
も
の
を
お
勧
め
し
ま
す
。

―
―
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身

も
山
ス
キ
ー
を
長
年
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、

初
め
て
こ
ん
な
に
詳
し
い
話
を
聞
き
、
驚
い

た
り
感
心
し
た
り
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
誌
面
の
都
合
上
、
そ
の
す
べ
て
を
読
者

に
紹
介
で
き
な
い
の
は
本
当
に
残
念
で
す

が
、
山
ス
キ
ー
の
装
備
が
い
か
に
進
歩
し
て

い
る
か
を
実
感
し
た
次
第
で
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材
日
：
２
０
１
９
年
１１
月
１４
日
）

決
ま
り
ま
す
。
広
け
れ
ば
浮
力
が
増
加

し
、
狭
け
れ
ば
減
少
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
幅
が
広
け
れ
ば
走
破
性
が
向
上
し

悪
雪
や
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
に
強
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、
エ
ッ
ジ

が
遠
く
な
る
分
、
ト
ラ
バ
ー
ス
時
の
安

定
性
が
欠
け
た
り
、
幅
が
広
い
分
だ
け

板
が
重
く
な
っ
た
り
、
滑
降
そ
の
も
の

の
シ
ャ
ー
プ
ネ
ス
さ
が
損
な
わ
れ
た
り

す
る
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
硬
い

斜
面
も
操
作
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
板
の
重
さ
は
軽
い
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
極
端
な

超
軽
量
ス
キ
ー
な
ど
は
、
滑
降
の
質
と

い
う
か
味
気
な
い
乗
り
味
で
滑
り
の
楽

●取材協力
-Calafate- カラファテ・目白店（東京都新宿区下落合 3-2-12  TEL：03-3952-7117）

近年急速に普及したテックビンディング

スキー板も多様な種類があるが、山ス
キーの初心者には扱いやすい幅（80mm
後半）がおすすめ
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着用例。スマートウー着用例。スマートウー
ルの乳幼児用靴下。ルの乳幼児用靴下。

カモシカスポーツ武井真理
七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.32番外編
かわいい冬小物と、ちょっとした工夫 
雪遊び編

　雪遊びの時にも使える防寒グッズを、
ちょっとした工夫とともに紹介します。乳
幼児サイズから展開している登山用品メー
カーも多く、シーズンごとに色、柄も変わ
るので、見逃せません。
　機能的なウエアは値がはりますが、小物ならもう少し気軽に取り
入れられるのでは。
　出産祝いや、小さな子へのお誕生日祝いにもいいかも？

スマートウールの乳幼児用靴下に滑り止め剤を

耳当て付きの帽子にあごひもを

スマートウール『トドラートリオ』（2 〜 3 歳サイズ）￥2,900（本体）
『ベイビーブーティーパッチ』（0 歳 6 ヶ月～ 1 歳サイズ）￥2,700（本体）
※いずれも 3 足組

パタゴニア『ベビー・リバーシブル・ビーニー』￥4,500（本体）

　ウールを使った登山用靴下でおなじみの「スマート
ウール」、乳幼児用靴下も展開しています。
　厚みがあり、ふかふかで履き心地がよさそう。普段
の防寒用のみならず、乳幼児の雪遊び用にも履いてい
ます。
　日本の乳幼児用靴下は、滑り止めがついているのが
当たり前…ですが、スマートウールは、アメリカ（屋
内で靴を脱がない文化の国）のメーカーとあり、靴下
に滑り止めがついていない！　手芸店等で手に入る、
滑り止め剤「スベラナイン」を塗って、滑り止め仕様
にしました。
　また、乳幼児期を過ぎて、登山靴やスキーやスノボ
をはくようになった年代のこども用に、部位ごとに厚
みや編み方を変えた、高機能な登山用ソックス、スキー
ソックスもあります。

　こどものニット帽はかわいいものがたくさんありま
すが、抱っこしようとしたときに、外れやすい。
　耳当てがあるタイプを選び、あごひも代わりに「ス
ナップテープ」を縫い付けておくと、このストレスが
軽減します。生地の補強がてら、チロリアンテープを
重ねて、二重に。
　パタゴニアの、この乳幼児用帽子は、耳当てつきな
上、色柄がユニーク。化繊のニット地とフリース地の
リバーシブルで洗濯もラク。新生児サイズ（!）から、
5 歳児サイズまで展開。

靴下を裏返した図。大人靴下を裏返した図。大人
の手のひらサイズなのの手のひらサイズなの
に、作りは本格的。足底に、作りは本格的。足底
のこのふかふか感。のこのふかふか感。

右：このように「スベラナイン」を塗って→中央：乾右：このように「スベラナイン」を塗って→中央：乾
くと、滑り止めに！（色も透明になる）ちなみに、一くと、滑り止めに！（色も透明になる）ちなみに、一
番左が、元から滑り止め付きの日本の乳幼児用靴下。番左が、元から滑り止め付きの日本の乳幼児用靴下。

ス
ベ
ラ
ナ
イ
ン

ス
ベ
ラ
ナ
イ
ン

着 用 例。12 ～ 24M着 用 例。12 ～ 24M
サ イ ズ（1 ～ 2 歳 ササ イ ズ（1 ～ 2 歳 サ
イズ）を 1 歳 5 ヶ月イズ）を 1 歳 5 ヶ月
でかぶっています。でかぶっています。

手芸店で手に入る手芸店で手に入る
「スナップテープ」、「スナップテープ」、
乳幼児の服にもよく乳幼児の服にもよく
使われています。使われています。

スナップテースナップテー
プとチロリアプとチロリア
ンテープを二ンテープを二
重にして、縫重にして、縫
い付けてあごい付けてあご
ひもに。ひもに。
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《

《
本
誌
・
酒
井
正
裕

②
雪
崩
と
行
動
判
断

　
積
雪
斜
面
の
力
学
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

　
「
雪
崩
の
講
習
を
受
け
た
け
ど
、
行
動

判
断
に
ど
う
つ
な
げ
る
の
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
机

上
講
習
で
は
必
要
な
知
識
を
教
え
て
は

い
る
の
で
す
が
、
今
一
つ
応
用
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
き
な
オ
ー
プ
ン
バ
ー
ン

は
誰
で
も
雪
崩
が
起
き
や
す
い
こ
と
は

分
か
り
ま
す
。
で
も
、
な
ぜ
危
険
な
の

か
と
聞
か
れ
る
と
、
多
く
の
人
が
ア
ン

カ
ー
と
な
る
も
の
が
な
い
か
ら
と
答
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は

間
違
っ
た
考
え
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
も
昔
、
講
師
か
ら
そ
の
よ
う
に
教
え

ら
れ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
ら
れ
な
い

と
、
行
動
判
断
に
応
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
図
に
あ
る
と
お
り
、

斜
面
に
積
も
っ
た
雪
は
目
に
見
え
な
い

速
度
で
常
に
移
動
し
て
い
る
た
め
、
必

ず
ど
こ
か
に
力
の
歪ゆ

が

み
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
行
動
判
断
に
は
積
雪
斜
面

が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
ど
れ
だ
け
の
力

が
か
か
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
力
の
か

か
り
方
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

に
基
づ
き
、
斜
面
に
力
学
的
な
歪
み
が

集
中
す
る
場
所
へ
刺
激
を
与
え
な
い
よ

う
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

つ
ま
り
、
立
ち
木
の
少
な
い
大
き
な

オ
ー
プ
ン
バ
ー
ン
が
何
故
危
険
な
の
か

と
い
え
ば
、
大
き
な
斜
面
ほ
ど
局
部
的

に
大
き
な
力
学
的
な
歪
み
が
集
中
す
る

場
所
が
あ
る
か
ら
と
考
え
れ
ば
よ
い
の

で
す
。
歪
み
が
集
中
す
る
場
所
は
ど
う

し
て
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
上
載
積
雪

が
多
く
な
る
吹ふ

き
溜だ

ま

ま
り
、
斜
面
の
傾
斜

と
そ
の
変
化
、植
生
、

岩
の
存
在
、
地
形
的

特
徴
な
ど
を
総
合
的

に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
実
際
に

危
険
性
が
高
い
と
想

定
さ
れ
る
斜
面
に
入

ろ
う
と
し
て
い
る
と

き
は
、
弱
層
テ
ス
ト

を
実
施
し
て
積
雪
の

基
本
的
な
安
定
性
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
情
報
を
土
台
に
力

学
的
な
歪
み
が
斜
面
の
ど
こ
に
ど
の
方

向
に
生
じ
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
雪
崩

に
埋
没
し
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
地

形
の
罠わ

な

は
ど
う
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

長
年
山
に
登
っ
て
い
る
と
、
気
付
い

た
ら
危
険
な
斜
面
に
入
っ
て
い
た
と
い

う
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と

き
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
否
か

が
生
死
を
分
け
る
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

斜面のトラバース。斜面に積もった雪は、
目に見えない速度で常に移動している

降雪直後に積雪層の断面に一定間隔で印を付けた場合、時間が経過
すると、どのようにその印が移動するかを示したもの。この図から
分かるとおり、積雪層は重力により目に見えない速度で下方に動く
が、その動き方を観察すると、積雪層の上部と下部で移動の距離や
方向が異なり、その結果として力学的な歪みが生じることが分かる。
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孝
行
先
生
を
記
念
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

【
山
と
ス
キ
ー
の
図
書
室
】
全
国
各
地

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
山
と
ス
キ
ー
に

関
す
る
１
３
６
０
０
点
に
及
ぶ
蔵
書
、

資
料
、
及
び
関
連
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
が
充
実
し
、
閲
覧
も
で
き
る
。

【
企
画
展
示
室
】
白
馬
村
の
山
と
ス

キ
ー
の
文
化
を
テ
ー
マ
ご
と
に
１７
の

ブ
ー
ス
で
紹
介
（
左
表
参
照
）。

　

特
に
、２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
は
、

細
野
（
八
方
）
を
発
祥
の
地
と
す
る
白

馬
山
案
内
人
組
合
が
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

企
画
展
示
と
し
て
「
山
案
内
人
１
０

０
周
年
記
念
ブ
ー
ス
」
が
設
け
ら
れ
、

山
岳
観
光
の
礎
を
築
き
、
民
宿
の
発

祥
を
生
み
、
ス
キ
ー
を
広
め
た
山
案

内
人
の
活
躍
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

最
新
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、
白

馬
村
、
山
案
内
人
組
合
、
資
料
館
が

発
起
人
と
な
っ
て
、
新
潟
大
学
の
チ
ー

ム
が
調
査
し
た
「
唐
松
沢
雪
渓
」
が
、

２
０
１
９
年
に
日
本
で
７
例
目
の
「
氷

河
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
で
、
そ
の
調
査
活
動
の
様
子
も
展

示
さ
れ
て
い
る
。

【
民
俗
コ
ー
ナ
ー
】
農
業
が
人
力
に

登れる・語れる・書ける人に！

山の文化遺産めぐり
第32回　

白馬・山とスキーの総合資料館

北アルプス白馬連峰
山とスキーに生きる
山里の民

　
「
白
馬
・
山
と
ス
キ
ー
の
総
合
資
料

館
」
は
２
０
１
０
（
平
成
２２
）
年
７
月
、

白
馬
連
峰
に
根
差
し
た
山
岳
ス
ポ
ー

ツ
の
発
祥
と
、
そ
こ
に
ま
つ
わ
る
生

活
文
化
の
歴
史
、
民
俗
、
資
料
等
の

収
集
、
保
存
展
示
を
目
的
と
し
て
、

財
団
法
人
八
方
振
興
会
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
、
地
域
の
山
岳
観
光
振
興
に

資
し
て
い
る
。
資
料
館
は
以
下
の
五

つ
の
展
示
区
画
で
構
成
さ
れ
、
内
容

は
時
機
に
合
わ
せ
て
更
新
し
て
お
り
、

新
鮮
さ
を
保
っ
て
い
る
。

【
福
岡
孝
行
記
念
室
】
八
方
尾
根
ス

キ
ー
場
開
発
の
父
と
呼
ば
れ
る
福
岡

石田弘行  白馬・山とスキーの総合資料館

福岡孝行記念室　戦後間もない頃より細野青年会の先導役と
なって、リーゼンスラロームコースの開設に尽力されるなど、
数多くの福岡先生の功績を振り返るコーナー。

企画展示　17 のブースで、白馬に展開する大
自然の懐で育まれた、山とスキーにまつわる
様々なテーマを豊富な資料と共に展示、解説。
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頼
っ
て
い
た
頃
か
ら
の
農
具
や
、
茅か

や

葺ぶ

き
屋
根
の
民
家
が
軒
を
連
ね
て
い

た
時
代
の
生
活
を
偲し

の

ぶ
民
具
を
昔
な

が
ら
に
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
山

里
の
生
活
と
密
着
し
た
産
土
神
「
霜

降
宮
細
野
諏
訪
神
社
」
の
祭
礼
に
関

わ
る
展
示
品
は
地
域
の
特
色
が
顕
著

で
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
特
別
企
画
展
】「
１
９
９
８
年
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
記
念

特
別
展
示
」
も
色い

ろ

褪あ

せ
る
こ
と
な
く
、

白
馬
の
栄
光
と
裏
方
と
し
て
の
歴
史

を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
テ
ー

マ
も
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

　

最
近
の
地
元
の
話
題
と
し
て
は
、
幾

た
び
か
論
争
の
的
と
な
っ
て
お
り
、
山

案
内
人
組
合
百
周
年
記
念
事
業
の
山

フ
ェ
ス
タ
で
も
テ
ー
マ
に
し
た
、「
白

馬
岳
」
は
シ
ロ
ウ
マ
か
ハ
ク
バ
か
？　

こ
の
山
名
考
に
焦
点
を
当
て
て
、
一

般
的
な
シ
ロ
ウ
マ
説
の
論
拠
と
な
っ

て
い
る
「
代し

ろ

掻か

き
馬
」
へ
の
疑
問
と
、

地
元
で
古
く
か
ら
呼
び
慣
ら
さ
れ
て

住　所：長野県北安曇郡白馬村北城八方 5732-2
　　　　八方文化会館内（白馬八方バスターミナル横）

電　話：0261-72-2477
開　館：10：00 ～ 16：00
入館料：大人 300 円、高校生 200 円、中学生以下無料
休　館：水曜日

白馬・山とスキーの総合資料館

い
る
「
ハ
ク
バ
」
と
の
違
い
が
ど
こ

に
あ
り
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち

ら
が
正
し
い
か
と
い
う
議
論
で
は
な

く
、
地
元
で
古
く
か
ら
呼
び
慣
ら
さ

れ
て
い
る
ハ
ク
バ
と
い
う
呼
称
に
も

つ
こ
だ
わ
り
、
古
地
図
に
よ
る
考
証

な
ど
と
と
も
に
、
な
ぜ
シ
ロ
ウ
マ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
機
会
と

と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

資
料
館
に
は
、
白
馬
で
探
求
す
べ

き
課
題
が
い
く
つ
も
眠
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

白馬山案内人組合創立 100 周年記念ブースでは、山案
内人のルーツをたどり、民宿発祥のいわれが探られ、確
認されたばかりの「唐松谷氷河」が紹介されている。

レルヒ少佐によって日
本に伝えられたスキー
術。白馬でも、その直
後からスキーの導入、
活用が積極的に取り組
まれた。山岳スキーの
先進地として注目され
続け今日に至る白馬ス
キー伝来 100 年のあ
ゆみを展示。

特別企画展で冬季オリンピック開催地としての誇
りと栄光への軌跡を記録。地元選手として活躍し
た者、裏方で大会を支えた多くの村民、語り継が
れる世紀のイベント。

・白馬連峰の雪形
・八方尾根自然環境保全
・白馬八方温泉
・八方尾根索道事業の歴史
・白馬スキー伝来百年のあゆみ
・八方尾根スキースクール
・1998 年長野冬季オリンピック
・全日本スキー連盟歴代デモンストレーター、イン

タースキー日本代表名鑑
・白馬村姉妹都市オーストリア・レッヒ村紹介
・八方友好交流国、韓国、中国、オーストリア、

フランス、インド紹介
・Mt.6 マウンテンリゾートベストオブクラシック
・雪崩対策研究
・2017 年 世 界 ス ノ ー ス ポ ー ツ 指 導 者 国 際 会 議
（IVSI）白馬大会

・地元出身オリンピアン・モーグル女子・上村愛
子選手、ノルディク複合・渡部暁斗選手の軌跡

・スキーカメラマン・志賀仁郎
・スキー用具の変遷
   他

民俗資料コーナー　
北アルプス山麓の厳
かな自然の中で営ま
れた、山里の生活を
再現。寒冷な気候と
痩せた扇状地の上に
開かれた農作業の厳
しさが偲ばれる。

企画展示・テーマ
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言
い
合
い
や
喧け

ん

嘩か

は
、
よ
り
大
き
な

力
を
発
揮
す
る
た
め
の
絆
と
結
束
に

つ
な
が
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
感
は
強
ま

り
、
一
人
一
人
に
フ
ォ
ー
・
ザ
・
チ
ー

ム
へ
の
意
識
改
革
が
生
ま
れ
て
い
っ

た
。
成
功
に
は
何
が
大
切
な
条
件
で
、

何
を
す
べ
き
か
を
体
も
覚
え
込
ん
で

い
っ
た
。
翌
朝
、
今
井
家
か
ら
仕
事

場
へ
出
勤
す
る
隊
員
も
増
え
た
。
丸

２
年
に
及
ぶ
合
宿
形
態
は
徹
底
さ
れ
、

家
族
同
然
の
ワ
ン
・
チ
ー
ム
と
な
っ

た
。
男
ば
か
り
の
隊
、
平
均
年
齢
２６

歳
。
隊
長
は
、母
親
、姉
貴
、そ
し
て
、

憧
れ
の
女
性
と
し
て
存
在
し
た
。

　

隊
長
は
、
’７５
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
遠

征
の
辛
酸
か
ら
、
組
織
登
山
の
何
た

る
か
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
た
。
そ

の
学
び
か
ら
、
上
下
関
係
を
超
え
、

隊
員
た
ち
の
生
活
の
内
部
に
ま
で
立

ち
入
る
こ
と
で
個
々
と
の
信
頼
関
係

を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
隊
員
そ

れ
ぞ
れ
に
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
失

わ
せ
な
い
気
配
り
を
し
、
資
金
集
め
、

装
備
選
定
、
食
糧
な
ど
得
意
分
野
を

生
か
し
た
任
務
に
就
か
せ
、
双
方
の

信
頼
感
を
一
気
に
獲
得
し
て
い
く
。

場
所
は
隊
長
の

家
で
あ
る
。

仕
事
を
終
え
隊
員
が

集
ま
る
と
、
皆
で
食

事
の
準
備
か
ら
始
ま

る
。
そ
れ
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
事
に
応

じ
て
は
延
々
と
続
く

…
。
理
解
が
難
し
い

戦
略
な
ど
は
、
模
造

紙
に
絵
を
描
き
、
人

や
物
資
の
コ
マ
を
進

め
る
ゲ
ー
ム
感
覚
で

納
得
さ
せ
る
有
様

で
、
ほ
と
ん
ど
徹
夜

の
よ
う
な
日
々
が
続

い
た
。
遠
慮
の
な
い

74

ダウラギリⅡ〜Ⅲ〜Ⅴ峰縦走ダウラギリⅡ〜Ⅲ〜Ⅴ峰縦走
若き未経験者が交差縦走をできた若き未経験者が交差縦走をできた理理

わ けわ け

由由

　高高度のヒマラヤ登山には、　高高度のヒマラヤ登山には、
登るための登るための掟掟

おきておきて

とも言える条件がとも言える条件が
ある。高度障害を防ぐ高所順応、ある。高度障害を防ぐ高所順応、
登り方を決めるタクティクス（戦登り方を決めるタクティクス（戦
略）とそれに添った荷揚げ、補略）とそれに添った荷揚げ、補
給線確保のロジステ給線確保のロジスティィック、こック、こ
の三つをどう構築、織り込んでの三つをどう構築、織り込んで
頂上へ導くかである。現場では頂上へ導くかである。現場では
ルートの選択や自然条件、天気ルートの選択や自然条件、天気
予報、隊員の体調、すべての事予報、隊員の体調、すべての事
を包括し、隊としてベストな方を包括し、隊としてベストな方
法を決定、実践していかねばな法を決定、実践していかねばな
らない。かといってらない。かといって杓杓

しゃくしゃく

子子
しし

定規に定規に
やればいいとも限らず、時としやればいいとも限らず、時とし
ては思い切ったセオリー無視のては思い切ったセオリー無視の
優先順位選択も必要となる。優先順位選択も必要となる。
　今井通子隊長は、未経験の若　今井通子隊長は、未経験の若
い隊員たちにヒマラヤをい隊員たちにヒマラヤを叩叩

たたたた

きき込込
ここ

む方策として、合宿スタイルのむ方策として、合宿スタイルの
ミーティングを徹底した。ミーティングを徹底した。

ダウラギリ山群の空撮。Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ峰の南面はお椀を割ったような大伽藍
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隊
長
が
Ⅴ
峰
側
の
責
務
に
つ
い
て

明
言
を
避
け
て
い
た
の
は
、
主
戦
は

Ⅱ
峰
隊
で
、
Ⅴ
峰
隊
は
“
縦よ

し
ん
ば

失
敗
し
た
に
せ
よ
、
サ
ポ
ー
ト
は
重

大
な
任
務
で
、
フ
ォ
ー
・
ザ
・
チ
ー

ム
で
あ
る
”
と
納
得
さ
せ
る
自
信
が

あ
っ
た
か
ら
と
思
う
。
た
だ
、
明
確

に
サ
ポ
ー
ト
の
み
と
言
え
な
か
っ
た

事
は
、
隊
長
の
逡し

ゅ
ん

巡じ
ゅ
ん

で
あ
り
、
ま
た
、

交
差
縦
走
へ
の
期
待
で
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
言
い
変
え
れ
ば
Ⅴ
峰
隊
の
反

発
を
予
想
し
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
起
爆

剤
に
、
双
方
向
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
行

動
力
を
発
揮
さ
せ
、
交
差
縦
走
を
大

成
功
に
導
け
る
だ
ろ
う
!?　

と
い
う

最
後
の
賭
け
も
…
。
競
争
意
識
を
闘

わ
せ
る
戦
略
は
危
険
な
作
戦
と
い
う

見
方
も
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
隊
員
の

年
齢
層
は
団
塊
世
代
末
尾
、
さ
ら
に

競
争
意
識
の
薄
い
新
世
代
と
も
言
え
、

実
際
に
は
す
べ
て
の
ミ
ス
を
帳
消
し

に
さ
せ
る
“
や
さ
し
さ
の
結
束
”
が

上
手
く
回
り
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
、

ワ
ン
・
チ
ー
ム
と
し
て
の
参
加
意
識

は
最
後
ま
で
力
強
く
生
き
た
。

隊
員
は
そ
の
安
全
策
を
知
っ
て
い
た
。

“
山
の
高
い
方
か
ら
低
い
方
に
攻
め
る

の
が
正
攻
法
”
で
あ
る
。
終
盤
、
な

お
さ
ら
に
交
差
縦
走
の
話
題
が
挙
が

る
と
、「
絶
対
に
成
功
さ
せ
る
ぞ
」
と

Ⅴ
峰
側
か
ら
も
意
気
込
み
が
発
せ
ら

れ
る
が
、
現
実
は
“
体
力
の
低
下
で

裏
方
に
回
る
”
を
選
択
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
全
隊

員
が
“
頂
上
に
立
っ
た
こ
と
”
も
縦

走
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
す
ぼ
む

要
因
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
過
激
な

日
程
に
疲
れ
果
て
て
い
た
。

　

そ
の
点
で
、
Ⅱ
峰
側
か
ら
の
隊
員

の
受
け
入
れ
に
欠
か
せ
な

い
コ・

・マ
と
し
て
、
気
心
の

知
れ
た
者
が
２
名
残
り
、

隊
長
と
し
て
は
胸
を
な
で

お
ろ
し
た
事
と
思
う
。
隊

員
間
の
不
満
の
火
種
と
な

り
か
ね
な
い
恐
れ
、
信
頼

感
の
欠
如
を
生
み
出
す
要

因
が
な
く
な
っ
た
わ
け
だ

か
ら
、
神
様
も
粋
な
計
ら

い
を
し
た
。

　

ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
、
日
本
を

出
る
前
、
今
井
隊
長
は
Ⅱ
峰
隊
７
名

と
Ⅴ
峰
隊
５
名
の
名
を
発
表
し
た
が
、

「
便
宜
上
の
も
の
で
入
れ
替
え
も
あ

る
」
と
し
た
。
Ⅴ
峰
は
地
形
的
に
複

雑
で
、
技
術
的
に
難
し
く
、
岩
登
り

等
の
ス
キ
ル
の
高
い
者
を
人
選
、
Ⅱ

峰
側
は
雪
氷
の
ル
ー
ト
で
高
所
経
験

の
あ
る
順
に
…
と
い
う
微
妙
な
選
択

を
し
た
。
さ
ら
に
、
面
倒
な
Ⅴ
峰
側

に
は
、
付
き
合
い
の
長
い
心
情
が
読

め
る
者
を
配
置
し
た
。

　

い
く
ら
交
差
縦
走
を
目
指
す
と
し

て
も
、
優
先
は
Ⅱ
峰
側
と
、
多
く
の

隊
員
の
側
も
、母
親
に
褒
め
て
も
ら
っ

た
子
供
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
準
備

に
お
け
る
情
熱
が
、
隊
員
同
士
の
さ

ら
な
る
信
頼
感
を
醸
成
し
た
。

　

新
し
い
発
想
と
し
て
、ク
ラ
イ
マ
ー

で
は
な
い
仲
間
内
か
ら
２
名
を
専
属

の
Ｂ
Ｃ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
誘
い

入
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
に
置
い
た
こ

と
も
、
隊
員
管
理
や
情
報
収
集
に
大

い
に
役
立
っ
た
。

さ
て
、
実
際
の
登
山
活
動
で
、

そ
の
隊
づ
く
り
は
如
何
に
発

揮
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
得
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

Ⅲ峰頂上で高度障害に侵さ
れ小椋登攀リーダーは両足
9 指 が 凍 傷 と な る。TBC
で 今 井 隊 長 と。1979 年
10 月 25 日

縦走への最初のハードル、Ⅴ峰へと登るⅡ峰
側古賀隊員。Ⅲ峰とのコル、大雪原の中央下
部に 2 つのアタックキャンプが見える。1979
年 10 月 16 日
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に
よ
る
洪
水
の
発
生
に
よ
り
日
本
が

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
国
に

な
っ
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
温

上
昇
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
脅

か
し
て
い
る
。

・
日
本
政
府
は
、
原
子
力
発
電
所
の
再

稼
働
や
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
建
設
は
凍

結
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
と
防
災
対

策
に
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
る
。

・
登
山
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
安
全
で

ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
が
必
要
だ
。
国

際
平
和
に
貢
献
し
、
社
会
保
障
を
充

実
さ
せ
、
安
心
し
て
子
供
を
育
て
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
行
政
に

求
め
た
い
。

　

国
内
登
山
の
情
勢

・
団
塊
の
世
代
が
７０
歳
代
と
な
り
、
活

発
な
登
山
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

―
第
１
号
議
案 

第
３４
期
上
期
（
２
０
２
０
年
度
）

　
　

の
活
動
方
針
よ
り
―

《
登
山
を
め
ぐ
る
情
勢
》

　

登
山
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢

・
令
和
へ
の
改
元
が
行
わ
れ
た
。
企
業

内
部
留
保
は
拡
大
し
続
け
る
一
方

で
、
消
費
税
が
１０
％
に
上
が
り
、
私

た
ち
の
生
活
に
豊
か
さ
は
感
じ
ら
れ

な
い
。

・
ロ
ー
マ
教
皇
が
３８
年
ぶ
り
に
来
日

し
、
核
兵
器
廃
絶
を
力
強
く
訴
え
ら

れ
た
。
日
本
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
り
な
が
ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
・
署
名
を
し
て
い
な
い
。
世

界
で
は
依
然
と
し
て
人
類
存
続
に
対

す
る
脅
威
は
増
え
続
け
て
い
る
。

・
世
界
的
な
異
常
気
象
が
続
い
て
お

り
、
２
０
１
９
年
に
は
台
風
や
大
雨

ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
若
者
も
増
え
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
と
な
り
、

登
山
環
境
を
整
備
す
る
絶
好
の
機
会

だ
が
、
国
や
地
方
自
治
体
の
山
岳
遭

難
対
策
や
登
山
技
術
・
知
識
の
習
得

に
予
算
が
充
て
ら
れ
て
い
な
い
。

・
登
山
道
や
ト
イ
レ
、
山
小
屋
な
ど
の

整
備
は
、
民
間
や
地
元
任
せ
に
な
っ

て
お
り
、登
山
環
境
は
貧
弱
で
あ
る
。

観
光
資
源
と
し
て
の
山
岳
景
観
を
維

持
し
、
私
た
ち
が
安
全
に
山
登
り
で

き
る
豊
か
な
山
岳
地
域
自
然
保
全
の

た
め
に
公
的
資
金
も
投
入
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

・
山
岳
地
域
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
風
力

発
電
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

利
益
だ
け
を
求
め
て
お
り
、
地
域
の

住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

自
然
を
壊
す
こ
と
は
、
想
定
外
の
自

然
災
害
や
貴
重
な
自
然
環
境
に
深
刻

な
悪
影
響
が
出
る
。
一
定
規
模
以
上

の
開
発
に
つ
い
て
は
、
広
く
世
間
に

告
知
し
て
意
見
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
。

　2020 年 2 月 15 日（土）～ 16 日（日）に東京（ホテルコンチネン

タル府中）で日本勤労者山岳連盟第 34 回総会が開催される。

　主な目的と主要な議題は、次のとおりである。

（1）創立 60 周年を記念し、組織の強化と拡大を目指す活動について

（2）重大事故をなくす安全登山教育の充実について

（3）リニア問題など、山岳自然保護活動について

（4）平和と登山を考え、登山文化を発展させる取り組みについて

・第 34 期上期の財政方針、予算の策定／全国連盟規約などの一部改定

／全国役員の選出
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及
し
て
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
る
、
さ

ら
に
、
地
方
連
盟
へ
の
組
織
運
営
・

強
化
へ
の
支
援
を
す
す
め
る
た
め

に
、
会
・
ク
ラ
ブ
数
が
少
な
い
地
方

連
盟
で
空
白
地
域
に
会
・
ク
ラ
ブ
を

結
成
す
る
た
め
に
、
一
般
登
山
者
を

対
象
と
し
た
登
山
講
座
な
ど
の
開
催

に
際
し
、
講
師
派
遣
な
ど
の
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

創
立
６０
周
年
記
念
行
事
の
開
催
を

準
備
す
る 

・
６
月
２１
日
に
東
京
・
神
田
明
神
ホ
ー

ル
で
記
念
講
演
会
を
実
施
す
る
。

・
６
月
２１
日
に
東
京
・
ホ
テ
ル
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
。

　

遭
難
事
故
防
止
の
活
動
と
教
育
活

動・
２
０
１
８
年
の
警
察
庁
に
よ
る
山
岳

遭
難
者
数
は
３
１
２
９
名
。
死
者
・

行
方
不
明
者
は
３
４
２
名
と
な
っ

た
。

　

遭
難
発
生
件
数
が
２
０
０
０
件
を

超
え
た
２
０
１
３
年
以
降
、
死
亡
・

行
方
不
明
者
も
３
０
０
名
以
上
で
推

《
労
山
各
分
野
の
活
動
方
針
》

　

組
織
の
強
化
・
拡
大
を
め
ざ
す
取

り
組
み

・
２
０
１
９
年
１１
月
末
の
労
山
の
組

織
数
は
ま
だ
ま
と
ま
っ
て
い
な
い

が
（
前
年
は
５
９
８
団
体
、
１
８
８

０
５
名
と
５
団
体
・
２
２
７
名
の
減

少
）、
こ
こ
数
年
、
会
員
減
と
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

・
会
員
減
の
大
き
な
要
因
は
、
加
盟
団

体
の
中
に
労
山
加
入
の
意
味
が
見
い

だ
せ
ず
に
脱
退
に
つ
な
が
っ
て
い
る

場
合
や
、
会
員
の
過
半
数
が
６０
歳
代

以
上
と
高
齢
化
し
て
仲
間
を
増
や
す

こ
と
が
困
難
と
な
り
、
会
員
が
減
少

し
て
会
の
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
な
ど
が
多
い
。

・
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
な
ど
多
人
数
の

会
が
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
論
だ
け
で

脱
退
に
至
る
場
合
が
あ
り
、
優
れ
た

労
山
基
金
の
内
容
や
労
山
で
の
安
全

登
山
の
取
り
組
み
・
理
念
な
ど
に
つ

い
て
末
端
会
員
ま
で
浸
透
を
図
っ
て

い
く
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

・
具
体
的
に
は
、
会
・
ク
ラ
ブ
の
組
織

強
化
に
向
け
、
次
世
代
会
員
を
迎
え

入
れ
ら
れ
る
組
織
体
制
の
推
進
、会
・

ク
ラ
ブ
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
会
・
ク
ラ
ブ
や
地
方

連
盟
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
公
開

登
山
教
室
・
技
術
講
習
会
を
調
査
・

研
究
し
て
ま
と
め
、
地
方
連
盟
に
普

若手のためのクライミング講習会（2019 年 10 月開催）

移
し
て
い
る
。
携
帯
電
話
等
に
よ
る

救
助
要
請
も
増
え
て
い
る
が
、
救
助

要
請
後
、
連
絡
な
し
に
自
力
下
山
し

た
事
例
な
ど
登
山
者
の
モ
ラ
ル
の
欠

如
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・
労
山
内
の
山
岳
遭
難
概
況
と
対
策
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
は
死
亡
・

行
方
不
明
者
が
４
名
と
、
こ
の
１５
年

で
は
一
番
少
な
か
っ
た
。会
員
の「
コ

コ
ヘ
リ
」
入
会
金
無
料
を
継
続
し
、

救
助
捜
索
費
を
千
倍
に
し
た
。

・
会
員
の
１０
％
が
発
信
機
を
携
帯
し
緊

急
時
に
居
場
所
を
特
定
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
生
死
を
分
け
る
救

助
活
動
の
早
期
化
が
実
現
し
た
。
一

層
の
加
入
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
コ

コ
ヘ
リ
労
山
捜
索
隊
を
結
成
し
１
０

０
０
名
の
隊
員
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
山
岳
遭
難
事
故
を
減
少
さ
せ
て

い
く
。

・
具
体
的
に
は
、
地
方
連
盟
の
遭
難
対

策
活
動
を
支
援
（
気
象
、
読
図
、
運

動
生
理
学
、
講
師
派
遣
）
す
る
。
教

育
体
制
の
充
実
と
し
て
、
全
国
遭
難

対
策
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
地
方

連
盟
で
の
安
全
登
山
教
育
体
制
を
強

化
す
る
。遭
難
事
故
の
原
因
分
析
し
、
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て
と
す
る
。

　

国
際
部

　

６
月
１９
日
に
東
京
で
、
日
本
勤
労

者
山
岳
連
盟
主
管
で
ア
ジ
ア
山
岳
連

盟
の
理
事
国
会
議
を
開
催
す
る
。　

　

自
然
災
害
等
へ
の
支
援
活
動
に
つ

い
て

　

労
山
会
員
被
災
者
支
援
制
度
委
員

会
で
の
検
討
結
果
を
報
告
す
る
。
骨
子

は
、「
労
山
会
員
被
災
者
支
援
委
員
会
」

の
設
置
、
支
援
財
源
の
確
保
、
被
災

者
支
援
の
流
れ
と
支
援
金
額
を
提
案

す
る
。

　

労
山
６０
年
史
編へ

ん
さ
ん纂
に
む
け
て

　

５
月
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開

催
さ
れ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
て
配
布

す
る
。
地
方
連
盟
及
び
各
会
に
一
冊

ず
つ
無
料
配
布
す
る
。
ま
た
、
一
部

３
０
０
円
で
有
料
販
売
す
る
。

　

他
団
体
と
の
共
同
行
動
に
つ
い
て

　

山
岳
団
体
、
共
済
関
連
団
体
、
新

日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
は
、
情
報
と

意
見
交
換
を
重
ね
て
、
共
通
の
目
的

そ
の
結
果
を
普
及
・
活
用
し
て
い
く
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
分
野
の
活
動

・
２
０
２
０
年
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流

集
会
を
９
月
１２
日（
土
）～
１３
日（
日
）

に
首
都
圏
で
開
催
す
る
。

・『
ハ
イ
キ
ン
グ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
』『
ハ
イ

キ
ン
グ　

セ
カ
ン
ド
・
ス
テ
ッ
プ
』

は
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で
の
ネ
ッ
ト
販

売
を
開
始
し
、販
路
手
段
を
広
げ
る
。

・
山
で
の
ス
マ
ホ
活
用
術
に
つ
い
て
、

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会
で
研
究
に
取
り

組
む
。

　

女
性
と
登
山

・
全
国
連
盟
女
性
担
当
者
会
議
を
９
月

５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）
に
全
国

連
盟
事
務
所
で
開
催
す
る
。

・
山
筋
体
操
の
普
及
・
推
進
を
す
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
局

　

２
０
２
０
年
度
も
引
き
続
き
、
登
山

時
報
の
毎
月
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
日
々
の
更
新
作
業
を
行
っ
て
い
く
。

労
山
ニ
ュ
ー
ス
は
全
会
員
に
配
る
機

関
紙
と
し
て
継
続
す
る
。
ま
た
、
全

国
連
盟
・
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
各
地

方
連
盟
に
定
期
的
に
全
国
の
ニ
ュ
ー

ス
を
発
信
す
る
。

　

機
関
誌
委
員
会

　

登
山
時
報
に
つ
い
て
４
月
号
か
ら

デ
ジ
タ
ル
化
に
踏
み
切
る
。
具
体
的

に
は
、
こ
の
１
年
間
は
こ
れ
ま
で
の

紙
媒
体
と
電
子
登
山
時
報
の
２
本
建

に
対
し
て
積
極
的
に
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

自
然
保
護
委
員
会
と
海
外
委
員
会

に
つ
い
て
は
誌
面
の
都
合
で
割
愛
す

る
。（

今
野
善
伸
／
全
国
連
盟
副
理
事
長
）

姥沢口から月山山頂へ向かう途中、来し方をのぞむ

集会等の予定（2020 年度）
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講
師
の
確
保
、
教
育
シ
ス
テ
ム
の

　
整
備
な
ど
課
題
共
有

　

初
日
は
９
時
過
ぎ
に
宿
泊
先
の
四

季
楽
園
前
で
全
員
集
合
し
、
自
己
紹

介
後
、
屏
風
岩
に
移
動
し
て
各
連
盟

の
学
校
・
講
習
内
容
の
紹
介
を
行
っ

た
。

　

東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
で

は
数
カ
月
～
通
年
の
期
間
で
登
山
学

校
を
実
施
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
登

攀
系
が
中
心
の
学
校
で
、
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
基
礎
～
実
践
山
行
と
い
う
流

れ
だ
が
、
講
習
の
密
度
や
実
施
規
模

に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
ど
の
学
校

で
も
講
師
の
確
保
に
は
苦
労
し
て
い

る
模
様
。
一
方
、
長
野
で
は
、
単
発

の
講
習
を
小
規
模
で
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
兵
庫
や
岡
山
は
学
校
と
い
う

形
態
が
中
断
し
て
い
る
状
態
で
、
各

連
盟
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
考
に
し

て
、
将
来
的
に
教
育
シ
ス
テ
ム
を
整

え
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
支
点
作
成
の
注
意
点
、

１０
月
小
川
山
で
実
施
し
た
「
若
手
の

た
め
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
」
な

ど
で
実
際
に
見
ら
れ
た
ミ
ス
、
登
り

返
し
の
方
法
、
懸
垂
下
降
時
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
っ

た
ほ
か
、
三
ツ
峠
を
初
め
て
訪
れ
た

人
の
た
め
に
岩
場
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

１６
時
終
了
の
後
は
、
日
頃
な
か
な

か
交
流
の
な
い
仲
間
と
の
親
睦
を
深

め
た
。

　
装
備
や
安
全
性
に
関
す
る

　
情
報
収
集
・
共
有
に
つ
と
め
る

　

二
日
目
は
、
親
睦
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。

数
パ
ー
テ
ィ
に
分
か
れ
て
、
中
央
カ
ン

テ
、
右
フ
ェ
ー
ス
～
天
狗
の
踊
り
場

ま
で
の
マ
ル
チ
ピ
ッ
チ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
行
っ
た
。
快
晴
で
、
色
づ
き
始

め
た
山
々
と
初
冬
の
富
士
山
を
バ
ッ

ク
に
、
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
一
方
で
、ア
イ
ゼ
ン
・
ア
ッ

ク
ス
で
マ
ル
チ
ピ
ッ
チ
を
登
攀
し
て

い
た
パ
ー
テ
ィ
で
、
滑
落
事
故
が
発

生
し
て
し
ま
っ
た
。

　

１２
時
過
ぎ
に
終
了
。「
各
連
盟
と
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
教
育
は

山
岳
団
体
と
し
て
の
使
命
。
引
き
続

き
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
全
国
連
盟

と
し
て
も
、
各
連
盟
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
」
と
ま
と
め
て
、
解
散

し
た
。

　

登
攀
系
の
講
習
会
は
、
体
力
・
身

体
能
力
を
要
求
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
高

い
内
容
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
山
の

第
一
線
で
活
動
し
て
い
る
若
手
指
導

者
の
確
保
・
育
成
が
課
題
と
言
え
そ

う
だ
。
技
術
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
・
講
習
会
と
も
に
お
よ
そ
現

在
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
事
情
に
沿
っ
た

指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
た
だ
、
一
部
で
は
、
現
在
で
は

ほ
ぼ
使
わ
れ
て
い
な
い
装
備
を
使
っ

て
い
た
り
、
登
攀
系
の
講
師
と
し
て

は
技
量
不
足
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
。
全
国
連
盟
と
し
て
、
装
備

や
安
全
性
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
集
ま
れ
る
機
会

が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」「
次
の
開
催
を

期
待
す
る
」
と
の
反
響
を
い
た
だ
い

た
。
学
校
・
講
習
会
関
係
者
の
交
流

と
い
う
第
一
の
目
的
は
達
成
で
き
た

と
考
え
て
い
る
。

（
三
瓶
健
／
遭
難
対
策
部
・
組
織
部
）

　2019 年 11 月 9 日～ 10 日に御坂・三ツ峠山屏
風岩で登山学校交流集会を開催した。
　今回の対象者は主に登攀系の講習会関係者で、横
のつながりが希薄な各連盟の学校・講習会関係者が
実際に顔を合わせ、交流することが目的であった。
この初めての試みに、東京、神奈川、千葉、長野、
愛知、大阪、兵庫、岡山から計 24 名が参加した。
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全国自然保護担当者会議を 2019 年 11 月 16 日 13 時 30 分から 17 日
12 時まで、全国労山事務所でひらいた。出席は、16 都・府・県から
延べ 64 名（初日 33 名、二日目 31 名）。

　
「
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
と
魅
力
に

つ
い
て
」と
題
し
て
、服
部
隆
氏（
南

ア
ル
プ
ス
と
リ
ニ
ア
を
考
え
る
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
同
代
表
）
が

講
演
し
た
。
服
部
氏
は
、
静
岡
県

焼
津
市
出
身
で
１
９
８
０
年
後
半

の
若
い
こ
ろ
か
ら
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
に
傾
注
。
ヨ
セ
ミ
テ
等
海

　

二
日
目
は
、
地
方
連
盟
か
ら
出

席
者
全
員
が
発
言
し
て
問
題
提
起
・

報
告
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、竹
本
幸
造
（
自
然
保
護
委
員
長
）

が
以
下
の
よ
う
に
締
め
括
っ
た
。

　

リ
ニ
ア
計
画
・
大
規
模
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
・
メ
ガ
風
力
発
電
計
画
は
、

い
ち
じ
る
し
く
自
然

や
環
境
を
破
壊
す
る
。

労
山
と
し
て
、
こ
う

し
た
計
画
は
、
孫
子

の
代
ま
で
負
の
遺
産

と
な
る
と
い
う
考
え

の
下
、
署
名
や
情
報

の
共
有
化
を
図
る
な

ど
し
て
反
対
し
て
い

外
か
ら
国
内
外
の
岩
場
を
ま
わ
る
。

ま
た
、
冬
期
含
め
南
ア
ル
プ
ス
の
源

流
部
（
沢
登
り
）
を
探
検
し
な
が
ら
、

つ
ぶ
さ
に
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
に
親

し
ん
で
き
た
。

　

服
部
氏
は
、
南
ア
ル
プ
ス
は
、
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
も
指
定
さ
れ

た
自
然
界
が
織
り
成
す
野
生
動
植
物

く
。ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
会
員
に

対
し
て
自
然
保
護
の
意
義
を
訴
え
な

が
ら
、
全
国
一
斉
の
ゴ
ミ
収
集
活
動

を
継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、
登
山
道

で
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
（
ト
イ

レ
紙
）
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
、
会
員

は
も
と
よ
り
一
般
登
山
者
に
も
向
け

て
、
携
帯
ト
イ
レ
の
普
及
活
動
に
自

治
体
と
も
連
携
し
て
取
り
組
む
。

　
「
隗か

い

よ
り
始
め
よ
」
の
故
事
に
ち

な
み
、
自
分
・
会
・
県
連
で
で
き
る

活
動
を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て
い
く
こ

と
、
こ
の
こ
と
と
今
回
の
資
料
を
広

く
活
用
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、

二
日
間
の
自
然
保
護
担
当
者
会
議
の

の
宝
庫
。
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
水
が
抜
け
、
沢
が

涸か

れ
、
破
壊
さ
れ
る
の
を
、
何
も
し

な
い
ま
ま
見
逃
す
こ
と
は
断
じ
て
許

せ
な
い
。
物
言
わ
ぬ
動
植
物
の
代
わ

り
に
、
山
屋
は
そ
う
し
た
も
の
を
守

ろ
う
と
熱
く
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
各
地
方
連
盟
か
ら
の
報

告
が
行
わ
れ
た
（
下
記
参
照
）。

　

夜
は
バ
ン
ド
も
入
り
、
リ
ニ
ア
反

対
ソ
ン
グ「
赤
石
を
こ
わ
さ
な
い
で
」

ま
と
め
と
し
た
。

　

会
議
後
に
は
、

全
国
自
然
保
護
委

員
は
じ
め
１７
名
が

参
加
し
て
、
新
宿

駅
西
口
前
で
、
登

山
時
の
い
で
た
ち

で
「
リ
ニ
ア
で
南

ア
ル
プ
ス
の
自
然

を
壊
さ
な
い
で
」

の
プ
ラ
カ
ー
ド
に

よ
る
訴
え
を
行
い
、

６０
分
間
で
３０
筆
の

署
名
が
集
ま
っ
た
。

な
ど
皆
で
山
の
歌
を
合
唱
し
て
交
流

を
深
め
た
。

各地方連盟からの報告内容（報告者）

栃木…足尾の植樹活動報告
　　　（DVD 放映 30 分）
千葉…鴨川メガソーラーについて（菅井）
長野…美ヶ原台上道路建設問題について
　　　（瀧澤）
大阪…自然保護憲章握って離さずの実践
　　　報告（澤村）
宮城…宮城県連からの活動報告（山口）
静岡…リニア問題と今後の動向について
　　　（竹本）、署名活動の取り組み（山崎）

「
南
ア
の
自
然
を
守
ろ
う
」
基
調
講
演
で
訴
え

自
然
保
護　

手
近
な
と
こ
ろ
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

（竹本幸造／自然保護委員長）

街頭アピールを報じる記事
（2019年11月18日 赤旗新聞）

講演する服部氏。会議は林祥介委員
（自然保護委員会事務局長）の司会
進行で始まり、浦添嘉徳全国連盟理
事長が開会宣言、竹本幸造が開会挨
拶・基調報告を行った

26



沢
死
亡
事
故
報
告
に
大
き
な
反
響

都
連
盟
「
２
０
１
９
年
遭
難
対
策
研
究
集
会
」

象
予
報
士
に
よ
る
「
遭
難
事
故
と
気

象
」
の
講
演
、
さ
ら
に
「
コ
コ
ヘ
リ

の
現
状
と
展
望
」
と
題
し
て
オ
ー
セ

ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
久
我
一
総

代
表
が
講
演
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
だ
っ
た
。

　

特
に
、
沢
の
死
亡
事
故
に
つ
い
て

は
、
当
該
会
の
詳
細
な
現
地
調
査
の

動
画
が
映
写
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を

呼
ん
だ
。
と
い
う
の
も
、
都
連
盟
で

は
１０
年
前
に
沢
登
り
講
習
会
で
死
亡

事
故
を
起
こ
し
、
そ
の
遺
体
の
収
容

で
不
運
に
も
ヘ
リ
が
墜
落
し
て
５
名

の
救
助
隊
員
が
死
亡
し
た
。
こ
の
１０

年
前
の
ケ
ー
ス
と
今
回
報
告
さ
れ
た

沢
の
事
故
と
は
、
沢
の
状
況
が
酷
似

し
て
い
た
。
１０
年
前
の
事
故
で
死
亡

者
に
同
行
し
て
い
た
会
員
が
集
会
に

参
加
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
沢
事

故
の
救
助
方
法
に
つ
い
て
の
議
論
が

白
熱
し
た
。

　

集
会
を
準
備
し
て
き
た
都
連
盟
安

全
対
策
委
員
会
の
柳
下
修
委
員
長
は
、

「
事
故
の
教
訓
を
共
有
し
た
い
と
考
え

て
準
備
を
進
め
、
各
会
の
協
力
を
得

て
２
０
１
８
年
の
重
大
事
故
全
て
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
活
発
な

質
疑
と
と
も
に
貴
重
な
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
も
あ
り
、
中
身
の
濃
い
集
会
だ
っ

た
。
教
訓
が
生
か
さ
れ
、
事
故
が
減

少
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　

都
連
盟
は
こ
の
遭
対
集
会
を
隔
年

で
開
催
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
千

葉
県
連
盟
で
は
毎
年
１
泊
２
日
で
同

様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
（
本

誌
２
０
１
８
年
３
月
号
参
照
）。
規
模

と
事
故
件
数
か
ら
み
る
と
都
連
盟
で

も
毎
年
開
催
で
き
な
い
も
の
か
、
そ

の
よ
う
な
印
象
を
も
つ
ほ
ど
に
熱
気

あ
ふ
れ
る
集
会
だ
っ
た
。

（
本
誌
・
田
上
千
俊
）

　

２
０
１
９
年
１１
月
１６
日
、
都
連
盟

教
育
安
全
対
策
部
は
隔
年
で
開
催
し

て
い
る
「
遭
難
対
策
研
究
集
会
」
を

都
内
で
実
施
し
た
。
２
０
１
８
年
に

お
け
る
全
国
の
労
山
会
員
の
死
亡
事

故
者
１０
名
の
う
ち
６
名
が
都
連
盟
会

員
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
関
心
が
高

く
、
参
加
者
は
２３
会
・
７０
名
を
超
え
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
事
故
報
告
５
件

（
沢
で
の
死
亡
事
故
２
件
、
縦
走
で
の

死
亡
事
故
１
件
、
登
攀
で
の
死
亡
事

故
１
件
、
海
外
登
山
で
の
死
亡
事
故

１
件
）
と
質
疑
応
答
、
野
尻
英
一
気

集会に先立ち挨拶する佐々木功会長
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白
籏
先
生
を
知
っ
た
の
は
５０
年
ほ

ど
前
に
な
る
。「
山
と
渓
谷
」
の
山
岳

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
審
査
員
を
さ
れ

て
い
た
先
生
は
、
ま
だ
３６
歳
だ
っ
た
。

１８
歳
の
私
は
先
生
の
写
真
に
惚ほ

れ
た
。

そ
の
後
、長
男
に
「
史
朗
」
と
名
付
け
、

３０
歳
で
初
め
て
ヤ
マ
ケ
イ
山
岳
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
一
席
と
四

席
に
入
選
、
そ
の
５
年
後
に
初
の
個

展
「
わ
が
青
春
の
山
々
」
開
催
に
あ

た
り
先
生
に
お
祝
い
の
一
文
を
頂
戴

し
た
。
４１
歳
の
時
に
は
あ
こ
が
れ
の

先
生
と
カ
ラ
コ
ル
ム
１5
日
間
撮
影
旅

行
に
行
く
機
会
を
得
て
、
そ
の
時
に

「
白
い
峰
」
に
誘
わ
れ
て
入
会
。
こ
れ

が
３０
年
前
の
こ
と
だ
。

　

こ
こ
で
は
先
生
の
思
い
出
を
記
す
。

　
「
白
い
峰
」
会
員
に
は
厳
し
い
方

だ
っ
た
。
写
真
の
講
評
で
は
、
構
図
、

題
名
な
ど
の
写
真
へ
の
こ
だ
わ
り
は

も
ち
ろ
ん
、
行
事
は
す
べ
て
禁
煙
、

和
室
で
ひ
ら
か
れ
た
忘
年
会
で
は
開

口
一
番
「
ス
リ
ッ
パ
の
脱
ぎ
方
が
デ

タ
ラ
メ
だ
」と
５
分
以
上
の
説
教
、「
常

識
人
た
れ
」
と
言
い
聞
か
せ
ら
れ
た
。

一
方
、
私
が
山
菜
や
米
な
ど
送
っ
た

と
き
に
は
す
ぐ
に
自
筆
の
礼
状
か
電

話
を
、
中
越
地
震
や
豪
雨
の
と
き
に

は
「
大
丈
夫
か
ね
」
と
電
話
を
く
だ

さ
る
な
ど
、
本
当
に
心
遣
い
が
細
や

か
で
、
気
配
り
の
あ
る
神
様
の
よ
う

な
方
だ
っ
た
。

　

先
生
は
、
中
学
を
卒
業
後
、
家
の

手
伝
い
を
経
て
１８
歳
で
富
士
山
の
写

真
家
岡
田
紅
陽
氏
の
内
弟
子
と
な
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
５
年
間
の
修
行
を

し
て
独
立
し
た
努
力
の
人
だ
。

　

岡
田
氏
は
私
と
同
じ
十
日
町
の
出

身
で
、
十
日
町
市
は
岡
田
氏
の
写
真

２０
点
を
保
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に

加
え
て
、
先
生
、
そ
し
て
私
、
三
人

の
写
真
で
「
富
士
山
展
」
を
開
く
の

が
夢
だ
っ
た
。

　

２０
年
前
に
は
「
お
だ
ま
き
山
の
会

　

創
立
２０
周
年
」
で
先
生
の
講
演
と

写
真
展
を
開
催
、
６
年
前
に
は
「
十

日
町
市
美
術
展
」
の
審
査
員
と
し
て

も
、
先
生
を
十
日
町
に
お
迎
え
し
た
。

　

最
期
は
、
三
日
間
の
入
院
後
の

２
０
１
９
年
１１
月
３０
日
に
逝
去
さ
れ

た
。
納
棺
で
８６
歳
ま
で
思
い
切
り
生

き
た
安
ら
か
な
お
顔
を
拝
見
で
き
た
。

　

先
生
、
ゆ
っ
く
り
と
お
休
み
く
だ

さ
い
。
合
掌

◎略歴
昭和 8 年 2 月 23 日　現在の山梨県大月市に生まれる
昭和 23 年　中学を卒業したが、家庭の事情で高校
進学を諦める
昭和 26 年　富士山を撮影する写真家・岡田紅陽に
弟子入り。5 年間の修行後はフリーランスに
昭和 37 年　山岳写真家として独立。国内では特に、
尾瀬、富士山、南アルプスを撮影。また、ヒマラヤ、
カラコルムなど世界の山を撮影。100 以上の写真集
を刊行、30 数回の個展をひらく
令和元年 11 月 30 日　逝去

（特別非営利活動法人）日本高山植物保護協会 会長、
山岳写真の会「白い峰」 会長、日本写真家協会 会員、
日本山岳会 終身会員、日本勤労者山岳連盟 顧問

◎主な受賞歴
昭和 53 年　日本写真協会賞受賞
昭和 62 年　山梨県文化功労者表彰、前田晁文化賞
受賞
平成 2 年　野口賞（芸術・文化）受賞
平成 12 年　スイスのキング・アルバート一世記念
財団より日本人初の勲章を授与される

◎個人美術館
山梨県早川町立「南アルプス山岳写真館・白簱史朗
記念館」
山梨県大月市立「白簱史朗・秀麗富嶽十二景写真館」
福島県檜枝岐村「白簱史朗尾瀬写真美術館」
静岡県大井川椹島「白簱史朗南アルプス山岳写真館」

山
岳
写
真
家
・
白し

ら
は
た籏

史し

朗ろ
う

先
生
を
偲し

の

ぶ

宮
澤
健
二
／
十
日
町
お
だ
ま
き
山
の
会
（
新
潟
）

白簱先生（左）と筆者（2006 年 11 月撮影）
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5
日　

組
織
部
会

6
日　

労
山
望
年
会

7
日　

全
国
雪
崩
・
講
師
会
議

9
日　

自
然
保
護
委
員
会

同
日　

女
性
委
員
会　

10
日　

三
役
会
議

12
日　

遭
難
対
策
部
会

同
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

14
日　

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
・
華
甲
望
年
会
（
東

京
・
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
）　

浦
添

理
事
長
、
来
賓
と
し
て
出
席

17
日　

山
岳
団
体
自
然
環
境
連
絡
会

19
日　

第
22
回
理
事
会

24
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

26
日　

第
2
回
役
員
選
考
委
員
会

27
日　

事
務
所
仕
事
納
め

　

第
22
回
理
事
会
討
議
事
項

①
第
34
回
総
会
に
つ
い
て

　

議
案
書
の
内
容
を
確
認
、
一
部
修
正
し
て
年

内
に
地
方
連
盟
へ
送
付
す
る
。
地
方
協
議
会

へ
の
安
全
対
策
基
金
の
配
分
の
変
更
を
提
案
す

る
。

②
役
員
選
考
委
員
会
に
つ
い
て

　

12
月
26
日
に
第
2
回
を
開
催
し
、
役
員
の
検

討
を
行
う
。

③
会
員
被
災
者
支
援
制
度
に
つ
い
て

　

理
事
会
内
に
「
労
山
会
員
被
災
者
支
援
委
員

会
」
を
設
置
し
て
対
応
す
る
こ
と
を
総
会
で
提

案
す
る
。

終了点の枯れた松が危険な城ケ崎シーサイド 凍てつく富士山の山頂
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2019 12

代
６
、
７０
代
５
。 

（
臼
井
邦
徳
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

〇
自
然
保
護
委
員
会

　
自
然
保
護
担
当
者
会
議
を
開
催

　

２
０
１
９
年
１１
月
１６
・
１７
日
に
労
山

事
務
所
に
て
、
１６
都
府
県
か
ら
６４
名
が

参
加
し
て
会
議
を
無
事
に
終
え
た
。

　

南
ア
ル
プ
ス
の
魅
力
と
リ
ニ
ア
問
題

に
関
し
て
基
調
講
演
を
し
て
い
た
だ
い

た
服
部
隆
氏
か
ら
、“
南
ア
は
海
由
来

の
土
砂
・
泥
で
で
き
て
い
て
ガ
レ
が
多

く
極
め
て
モ
ロ
い
。
断
層
の
破
砕
帯
に

数
百
年
も
か
け
て
豊
富
な
水
を
蓄
え
て

い
る
た
め
渇
水
期
で
も
沢
の
水
量
が
維

持
で
き
て
い
る
が
、
こ
の
破
砕
帯
に
リ

ニ
ア
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
す
と
地
下
水
が

抜
け
落
ち
、
沢
が
枯
れ
、
山
岳
自
然
全

体
の
生
態
系
が
崩
壊
す
る
”
と
説
明
が

あ
っ
た
。

　

各
地
方
連
盟
か
ら
、「
ク
リ
ー
ン
ハ

イ
ク
の
ゴ
ミ
減
少
」「
鴨
川
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
問
題
」「
美
ヶ
原
台
上
道
路
建
設

問
題
」「
足
尾
の
山
に
１
０
０
万
本
の

木
を
植
え
る
取
り
組
み
」「
労
山
の
自

然
保
護
憲
章
の
特
に
雷
鳥
・
山
の
野
鳥

目
撃
情
報
レ
ポ
ー
ト
の
実
践
呼
び
か

け
」「
山
岳
地
の
ヨ
シ
刈
り
整
備
活
動
」

「
山
の
ト
イ
レ
問
題
」「
最
近
の
プ
ラ
ご

み
」
等
が
報
告
さ
れ
た
。

（
平
山
晴
美
／
全
国
自
然
保
護
委
員
）

〇
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

　
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
習
得
し
よ
う

　

今
年
９
月
に
行
わ
れ
た
全
国
ハ
イ

キ
ン
グ
学
校
で
ス
マ
ホ
講
習
が
あ
り
、

１１
月
に
山
仲
間
と
こ
の
成
果
を
試
し

に
丹
沢
の
大
山
三
峰
に
行
っ
た
。

　

今
年
は
史
上
類
を
見
な
い
大
型
台

風
が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
登

山
道
も
倒
木
や
土
砂
の
堆
積
で
通
行

で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
三

峰
山
や
北
尾
根
は
大
山
の
中
で
も
道

迷
い
を
し
や
す
い
ル
ー
ト
で
あ
り
、

最
悪
の
場
合
は
死
亡
に
も
つ
な
が
る

怖
い
と
こ
ろ
だ
。

　

そ
ん
な
時
に
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
は

役
に
立
つ
。
神
奈
川
県
連
の
登
山
学

校
で
は
、
原
則
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を

使
う
山
行
を
指
導
す
る
が
、
山
岳
ア

プ
リ
を
上
手
に
使
え
ば
、
道
迷
い
を

確
実
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
電
池

〇
遭
難
対
策
部

　
２０
年
度
は
労
山
創
立
６０
周
年

　
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
よ
う

　

１１
月
１５
日
か
ら
１２
月
１２
日
ま
で
に

届
い
た
事
故
一
報
は
１５
件
、
１５
人
。

６
人
（
＝
以
下
、「
人
」
省
略
）
が
転

倒
（
無
雪
期
登
山
が
５
、
積
雪
期
登

山
が
１
）。
４
が
転
・
滑
落
（
無
雪
期

登
山
が
３
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
１
）。

２
が
病
気
・
感
染
症
と
高
度
障
害
（
無

雪
期
登
山
、
海
外
１
）。
１
が
虫
・
蜂

（
無
雪
期
登
山
が
１
）。
海
外
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
下
山
中
と
室
内
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
中
が
各
１
。
足

小
指
、
左
足
首
右
足
腓
骨
・
脛
骨
、

右
足
の
骨
折
が
４
。
脊
椎
骨
折
が
１
。

右
手
指
の
骨
折
が
１
。
左
足
首
（
静

脈
血
栓
除
去
）、
右
足
首
、
大
腿
部
、

腰
、左
腕
、右
手
小
指
の
損
傷
が
各
１
。

右
頭
部
の
ス
ズ
メ
バ
チ
刺
さ
れ
、
感

染
症
、
高
度
障
害
が
各
１
。
所
属
連

盟
は
、東
京
が
３
、道
央
が
２
、道
東
・

群
馬
・
埼
玉
・
千
葉
・
愛
知
・
京
都
・

大
阪
・
兵
庫
・
岡
山
・
広
島
が
各
１
。

男
女
比
は
、
男
性
７
、
女
性
８
。
年

齢
構
成
は
、
３０
代
１
、
５０
代
３
、
６０
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ほ
し
い
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

　

登
山
に
お
け
る
女
性
と
ト
イ
レ
の

問
題
は
、
過
去
の
北
海
道
で
の
女
性

登
山
家
の
遭
難
の
事
例
か
ら
見
れ
ば
、

命
を
落
と
す
事
故
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
安
全
登
山
の
問
題
で
も

あ
る
。
地
方
連
盟
を
代
表
す
る
声
を
、

女
性
と
登
山
の
分
野
で
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
く
か
、
課
題
と
し
て
受

け
止
め
て
い
く
努
力
が
問
わ
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

（
久
保
典
子
／
全
国
女
性
委
員
長
）

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
下
山
は
ヘ
リ
タ
ク
シ
ー
で
？

　

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
昨
秋
久
々
の

高
所
登
山
に
出
か
け
た
。そ
の
ネ
パ
ー

ル
で
労
山
基
金
に
も
関
係
す
る
と
思

わ
れ
る
良
か
ら
ぬ
噂う

わ
さ

を
聞
い
た
。

　

そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
山
岳
保
険
の

悪
用
？
で
あ
る
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の

目
的
地
や
、
途
中
の
村
の
ロ
ッ
ジ
で

現
地
ガ
イ
ド
が
、「
や
っ
と
こ
こ
ま
で

着
き
ま
し
た
ね
、
お
疲
れ
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
。
さ
あ
、
楽
し
て
下
り
ま

せ
ん
か
？
」
と
切
り
出
す
ら
し
い
。

少
し
体
調
が
悪
い
、
あ
る
い
は
高
度

障
害
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

ガ
イ
ド
が
ヘ
リ
を
要
請
、「
費
用
は
も

ち
ろ
ん
保
険
で
出
ま
す
よ
」
と
い
う

話
で
あ
る
。
ヘ
リ
で
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
、

病
院
で
一
応
の
検
査
、
何
も
無
く
て

良
か
っ
た
で
す
ね
、
で
終
了
で
あ
る
。

ヘ
リ
代
の
支
払
い
も
無
い
し
、
ヘ
リ

を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
し
て
使
っ
て

楽
々
下
山
と
言
う
が
、
こ
れ
は
れ
っ

き
と
し
た
犯
罪
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
事
例
が
増
え
て
い
る
た
め
、

ヘ
リ
救
助
に
対
す
る
保
険
会
社
の
審

査
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
も
聞
い

た
。
本
当
に
緊
急
な
場
合
に
す
ぐ
さ

ま
安
心
し
て
ヘ
リ
を
呼
ぶ
た
め
に
も
、

こ
ん
な
囁さ

さ
や

き
に
安
易
に
乗
ら
な
い
よ

う
肝
に
銘
じ
た
い
。

（
香
取
純
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

切
れ
や
、
雪
山
の
気
温
低
下
で
使
え

な
く
な
る
リ
ス
ク
を
承
知
の
上
な
ら
、

山
岳
事
故
の
減
少
に
寄
与
す
る
だ
ろ

う
。
機
械
が
苦
手
な
中
高
年
も
マ
ス

タ
ー
す
れ
ば
、
画
期
的
な
ア
イ
テ
ム

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。

（
鈴
木
茂
彦
／
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
）

〇
女
性
委
員
会

　
全
国
女
性
交
流
集
会
報
告
集
を
作
成

　

２
０
１
９
年
１０
月
２６
日
（
土
）
～

２７
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
全
国
女

性
交
流
集
会
の
報
告
集
を
作
成
し
た
。

各
地
方
連
盟
と
参
加
者
に
１
冊
ず
つ

配
布
す
る
予
定
。
女
性
た
ち
の
熱
気

が
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
に
も
よ

く
伝
わ
る
報
告
内
容
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
じ
っ
く
り
読
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

　

１１
月
に
自
然
保
護
担
当
者
会
議
が

労
山
事
務
所
で
開
か
れ
、
私
も
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
会
議
の

席
上
、
奈
良
県
連
の
自
然
保
護
担
当

者
（
女
性
）
か
ら
「
山
の
ト
イ
レ
、

携
帯
ト
イ
レ
の
問
題
に
つ
い
て
ぜ
ひ

全
国
女
性
委
員
会
で
も
取
り
上
げ
て
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明けて、山は穏やかに初春を迎えたようだ。令和２年のはじまりは、毎年恒例
の某協会の PR コンクールの展示作品撮影・展示設営で追われている。労山 60
年史のまとめ作業も後半に入った。　　　　　　　　　　　　　　　　　（橋口）

今年は何だか体調が良くなく、やりたいことが出来なかった。反省することが多い。
体調を整えて、もっとやりたいことを実現しようと思う。まずは自然の中へ。（本多）

瑞浪＠第 1 弾は行けなかった（涙）楽しみにしてたのにな～。まあこんな時もあ
るさ（いつもか）年末年始もなんじゅうねんかブリに実家で過ごし、引き継ぎと
いうか家のことをいろいろと聞いておく作業を執り行う予定（そんなお年頃：水野）

2018年沢事故での死亡者は5名、その内2名が二重遭難。クライミングと違い、
沢での救助方法は大きく遅れていないか。変幻自在の沢の流れ。厳しさは分か
るが、原則はあるはず。遡行と同じで、誰かが突破しなければ。　　　　（田上）

早いもので年末になってしまった。師走というが、「師」でもないのに忙しいの
は「なんでだろう」。安曇野はリンゴの産地、秋から出荷に追われる。そこに「み
かん」をあっせんして、販売している。今年も無事 200 箱完売。　　　　（塩田）

気候変動の危機で、スウェーデンのグレタさんはじめ世界の若者の声が力を増してい
る。どこか「他人事」に構える大人に対し手厳しい指摘が次々と。10 年後、30 年後、
今の若者たちが世界を背負って立つ頃まで、果して人類は存続できるのか？   （鈴木）

いよいよ 2020 東京オリンピックまで 7 カ月を切った。各競技での代表選考もタケナ
ワだ。期間中、私は、埼玉スーパーアリーナ（バスケット競技）にて運営のお手伝い
をする。英語や多言語、海外文化のシャワーを浴びることを楽しみにしている。（今野）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、本多麗子、水野奈保美
　　　渡辺明（進行）
校正　塩田善次郎、鈴木幹雄、三浦偉俊
DTP・デザイン　来住真太

2月号　No.540　2020年1月15日発行

発行人　浦添嘉徳
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　株式会社 ウイング・コア

第 6 回

吉備路の山 全山縦走大会
2 月 28 日（金）まで申し込み受付中！

3 ～ 4 世 紀 に は 大 和 地
方に匹敵する豪族が勢力
を誇り、吉備の国と呼ば
れた一帯でひらかれる恒
例の縦走大会。労山会員
が実行委員やボランティ
アメンバーとして大会運
営を担い、前回は参加者
870 名を迎えた。自然と
歴史に恵まれた吉備路の
山を、全国の労山会員に
もぜひ歩いてほしい。

（実行委員会）

日　程：2020 年 3 月 22 日（日）　
参加費：2,000 円
コース：JR 桃太郎線服部駅～鬼ノ城～高松龍王山～大平山～吉備

中山～吉備津神社（35 ㎞）
　　　　※足守コース（18km）、稲荷コース（24km）、足守出発コー

　 ス（17km）など短縮コースあり
申し込み：2 月 28 日（金）締め切り・定員は先着 1000 人
※案内詳細・申し込み方法は、
　 ホームページ http://kibi35kjuso.web.fc2.com/ を参照
主催・問い合わせ：「吉備路の山全山縦走大会」実行委員会
　　　　　　　　　メール kibi35kjuso@gmail.com
　　　　　　　　　電話 090-7124-0729（実行委員長代行・津守）
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1959 年徳島県出身。公益財団法人日本スポーツ協会 山
岳コーチ 2、一般社団法人日本山岳救助隊 代表理事、公益
社団法人日本山岳ガイド協会 国際山岳救助委員会（ICAR）
委員、日本山岳文化学会会員、日本山岳会 東京多摩支部安
全対策委員・中級登山教室講師。民間山岳遭難救助隊隊長
として長年救助・捜索に従事。ご家族に寄り添うことを第
一にしてきた経験から、行方不明根絶を願って啓蒙活動中。
将来の夢は山小屋の小屋番。著書に『山岳遭難は自分ごと』

（2017 年 山と溪谷社）『登山者のためのセルフレスキュー
講座』（2012 年 山と溪谷社）

北島英明さん

　
行
方
不
明
に
な
る
登
山
者
は

　
登
山
失
格
者

　

２
０
１
７
年
に
出
版
し
た
著
書
『
山

岳
遭
難
は
自
分
ご
と
』
と
同
様
、
近

年
の
講
演
会
で
は
「
山
岳
遭
難
は
誰

に
で
も
起
こ
る
、
簡
単
に
起
こ
る
の

で
他
人
事
で
は
無
い
で
す
よ
」
と
訴

え
て
き
た
が
、
山
岳
遭
難
は
一
向
に

減
る
気
配
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

年
々
増
加
し
、
行
方
不
明
者
数
が
毎

年
３０
人
に
及
ぶ
と
い
う
現
状
に
無
力

感
を
感
じ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
家
族

が
ど
れ
ほ
ど
大
変
な
思
い
を
す
る
の

か
考
え
て
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る

の
か
と
問
い
た
い
と
い
う
思
い
が
強

い
。

　

山
岳
遭
難
の
大
部
分
は
、
事
前
の

準
備
と
多
少
の
知
識
と
知
恵
で
回
避

で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
で
も
、
山

で
の
事
故
は
絶
対
無
く
な
ら
な
い
。

断
言
で
き
る
。
全
て
自
業
自
得
と
考

え
て
い
る
。
中
で
も
行
方
不
明
だ
け

は
絶
対
ダ
メ
。
死
ん
で
一
番
悔
し
い

の
は
自
分
、
で
も
、
行
方
不
明
に
な

る
と
家
族
の
人
生
を
大
き
く
変
え
て

し
ま
う
、
行
方
不
明
に
な
る
登
山
者

は
登
山
失
格
者
だ
。
―
こ
こ
ま
で
言

わ
れ
て
悔
し
か
っ
た
ら
、
幽
霊
で
も

霊
魂
で
も
い
い
か
ら
私
の
許も

と

に
現
れ

て
、
居
場
所
を
教
え
ろ
と
言
い
た
い

が
、
残
念
な
が
ら
誰
も
現
れ
て
く
れ

な
い
。
ご
家
族
の
悲
し
み
は
続
く
。

だ
か
ら
、
考
え
よ
う
、
学
習
し
よ
う

と
全
て
の
登
山
者
に
伝
え
た
い
。

　
学
ぶ
こ
と
で
、

　
無
駄
な
回
り
道
を
し
な
い

　

日
本
で
は
警
察
を
は
じ
め
多
く
の

組
織
や
有
識
者
が
安
全
登
山
の
講
習

会
や
講
演
会
を
頻
繁
に
開
催
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
興
味
が
な
い
人
や
自

信
過
剰
で
自
己
中
心
的
な
登
山
者
が

山
岳
遭
難
を
起
こ
し
た
り
行
方
不
明

に
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
な
。
か
つ
て
の
私
が
そ
う
だ
っ
た

か
ら
、
よ
く
分
か
る
。
私
は
痛
い
思

い
や
怖
い
思
い
を
し
て
よ
う
や
く
正

し
い
山
登
り
を
覚
え
て
、
そ
の
お
陰

で
生
き
て
い
る
が
、
無
駄
な
回
り
道

を
し
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

一
人
で
も
多
く
の
遭
難
予
備
軍
に
、

安
全
登
山
の
知
識
と
重
要
性
を
伝
え

ら
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
る
。

　

登
山
は
ス
ポ
ー
ツ
と
言
う
人
が
多

い
が
、
私
は
冒
険
だ
と
考
え
る
。
命

を
懸
け
て
未
知
の
世
界
へ
踏
み
出
す

の
が
冒
険
と
定
義
さ
れ
る
が
、
山
岳

遭
難
で
は
年
間
３
０
０
人
も
死
人
が

出
て
い
る
現
状
か
ら
、
た
と
え
日
帰

り
山
行
で
も
絶
え
ず
緊
張
感
を
持
っ

て
山
を
楽
し
み
た
い
も
の
。
そ
し
て
、

同
じ
山
で
も
、
季
節
・
天
気
・
ル
ー

ト
で
違
っ
た
景
色
や
新
鮮
な
感
動
を

味
わ
え
、
未
知
の
世
界
と
言
え
る
。

十
分
な
準
備
を
し
て
「
登
山
は
冒
険
」

を
実
践
し
て
山
を
楽
し
も
う
。

（
聞
き
手
：
本
誌
・
田
上
千
俊
）

山
岳
遭
難
の
行
方
不
明
は
、「
自
分
ご
と
」
改
め
「
自
業
自
得
」　

「
登
山
は
冒
険
」
十
分
な
準
備
を

インタビュー
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128

「
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
」
を
使
っ
た  

実
践
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン 

②

焼
杉
山
か
ら
寒
谷
峠

【
問
1
】
コ
ー
ス
が
尾
根
か
ら
外
れ
る
部
分
に
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
2
】
間
違
っ
て
入
り
そ
う
な
尾
根
に
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
3
】
問
2
以
外
で
道
を
間
違
え
そ
う
な
と
こ
ろ
に
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
１
：
２
５
０
０
０
地
形
図
を
１
２
５
％
に
拡
大
し
、
大
ま
か
な
進
行
方
向
に
合
わ
せ
て
１
８
０
度
回
転
さ
せ
て

　

載
せ
て
い
ま
す
。

【
解
説
】

　

焼
杉
山
か
ら
寒
谷
峠
は
、
大
部
分
は
尾

根
を
た
ど
る
。
道
も
道
標
も
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
大
勢
の
人
が
通
る
わ
け
で
も
な

い
し
、
地
図
に
な
い
道
も
存
在
す
る
。
こ

の
よ
う
な
場
所
で
は
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
が

心
強
い
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
効
率
よ
く
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
地
図
か
ら

必
要
な
情
報
を
読
み
取
っ
て
お
く
の
が
お

勧
め
。
最
低
限
読
み
取
っ
て
お
き
た
い
こ

と
が
、
問
題
に
し
た
３
点
で
あ
る
。
逆
に

【
答
え
】

問
１
：
水
色
で
囲
っ
た
部
分　

問
２
：
ピ
ン
ク
の
線
の
通
り　

問
３
：
緑
の
線
の
通
り

い
う
と
、
こ
れ
さ
え
読
み
取
っ
て
お
け

ば
、
あ
ま
り
細
か
い
こ
と
を
気
に
し
な
く

て
も
、
違
和
感
が
あ
っ
た
と
き
に
ス
マ
ホ

で
現
在
地
を
確
認
す
れ
ば
こ
と
足
り
る
。

　

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ジ
オ
グ

ラ
フ
ィ
カ
を
確
認
す
る
か
順
を
追
っ
て
見

て
い
こ
う
。

　

焼
杉
山
か
ら
尾
根
を
西
に
３
０
０
ｍ

ほ
ど
進
む
と
尾
根
が
不
明
瞭
に
広
が
る

（
①
）。
一
度
右
へ
振
っ
て
か
ら
左
の
方
へ

の
び
る
尾
根
へ
下
る
の
だ
が
、
登
山
道
を

外
れ
て
歩
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

ひ
と
ま
ず
進
む
方
向
を
意
識
し
な
が
ら
道

を
た
ど
り
、
尾
根
が
明
瞭
に
な
っ
た
と
こ

ろ
（
②
の
辺
り
）
で
初
め
て
現
在
地
を
確

認
す
れ
ば
よ
い
。
も
し
標
高
差
で
５０
ｍ
以

使いこ
なす

地図ア
プリ
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上
下
っ
て
も
明
瞭
な
尾
根
が
見
え
な
い
場

合
は
、
ル
ー
ト
を
逸
れ
て
い
る
の
で
、
現

在
地
を
確
認
し
た
う
え
で
来
た
道
を
戻

る
。

　

③
も
尾
根
を
少
し
外
れ
る
が
、
進
み
た

い
尾
根
が
目
視
で
き
て
い
れ
ば
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
カ
を
確
認
す
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な

い
。
も
し
植
生
が
濃
い
な
ど
の
理
由
で
進

み
た
い
尾
根
が
見
え
な
け
れ
ば
、
尾
根
の

方
向
が
北
北
東
を
向
い
て
明
瞭
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
現
在
地
を
確
認
す
る
と
よ
い
。

　

そ
こ
か
ら
翠
黛
山
ま
で
は
明
瞭
な
尾
根

を
北
か
ら
北
東
方
向
へ
進
む
。翠
黛
山
は
、

尾
根
が
大
き
く
左
右
に
分
か
れ
る
ピ
ー

ク
。
翠
黛
山
で
右
の
尾
根
へ
進
ん
だ
と
こ

ろ
（
④
の
辺
り
）
で
現
在
地
を
確
認
す
る

と
、
翠
黛
山
か
ら
進
む
方
向
が
間
違
っ
て

い
な
い
か
確
認
で
き
る
。

　

翠
黛
山
か
ら
明
瞭
な
鞍
部
に
下
り
、
も

う
ひ
と
つ
標
高
差
５０
ｍ
ほ
ど
の
ピ
ー
ク
を

越
え
た
先
に
あ
る
鞍
部
（
⑤
）
か
ら
左
斜

面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
、
北
西
に
の
び
る
尾
根

に
出
る
。
尾
根
に
出
た
と
こ
ろ
（
⑥
の
辺

り
）
で
、
そ
れ
が
本
当
に
目
指
し
て
い
た

尾
根
か
ど
う
か
を
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
で
確

認
。

　

尾
根
を
１
０
０
ｍ
ち
ょ
っ
と
北
西
～
北

に
進
ん
だ
と
こ
ろ
（
⑦
）
で
右
の
斜
面
を

下
っ
て
行
く
が
、
⑦
は
明
瞭
な
地
形
の
場

所
で
は
な
い
の
で
見
逃
し
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
注
意
し
な
が
ら
進
む
。
⑥
の
周
辺
か

ら
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
を
確
認
し
な
が
ら
進

む
の
も
良
い
。

　

⑦
か
ら
一
気
に
谷
底
へ
向
か
っ
て
下

り
、
谷
に
沿
っ
て
下
っ
て
い
た
道
が
斜
面

の
ト
ラ
バ
ー
ス
道
に
な
る
辺
り
（
⑧
）
で
、

谷
の
反
対
側
へ
回
り
込
む
道
へ
入
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
⑧
も
明
瞭
な
地
形
の
場

所
で
は
な
い
の
で
、
道
が
谷
底
に
な
っ
た

ぐ
ら
い
か
ら
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
を
出
し
て

頻
繁
に
確
認
す
る
と
良
い
。

　

⑧
か
ら
は
谷
の
右
側
へ
回
り
込
み
、
谷

に
沿
っ
て
下
っ
て
舗
装
路
へ
出
る
。
舗
装

路
を
横
断
し
て
正
面
の
尾
根
に
一
気
に
登

る
と
、⑩
の
ピ
ー
ク
ま
で
尾
根
を
た
ど
る
。

途
中
⑨
の
尾
根
が
あ
る
が
、
進
行
方
向
か

ら
見
て
鋭
角
で
、
登
り
の
途
中
で
も
あ
る

の
で
迷
い
込
む
可
能
性
は
低
い
。
大
き
く

尾
根
が
左
右
に
分
か
れ
る
⑩
の
ピ
ー
ク
で

右
の
尾
根
へ
少
し
進
み
、
現
在
地
を
確
認

す
る
。

　

す
ぐ
に
⑪
の
分
岐
が
あ
る
が
、
明
瞭
な

地
形
で
は
な
く
、
尾
根
が
は
り
出
し
て
い

る
の
も
標
高
差
２０
ｍ
ほ
ど
下
な
の
で
、
目

視
で
き
な
い
可
能
性
も
考
え
、
左
に
下
る

道
を
探
し
な
が
ら
慎
重
に
進
む
。
こ
の
区

間
は
ず
っ
と
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
を
出
し
て

い
て
も
良
い
。

　

⑪
と
思
わ
れ
る
分
岐
が
見
つ
か
り
、
北

の
鞍
部
に
下
っ
た
ら
（
⑫
）
も
う
一
度
現

在
地
を
確
認
し
て
か
ら
進
も
う
。

　

尾
根
を
北
西
に
５
０
０
ｍ
ほ
ど
進
み
、

左
右
に
長
く
の
び
る
尾
根
を
越
え
て
向
こ

う
側
に
あ
る
道
を
右
に
鋭
角
に
曲
が
り
、

尾
根
の
左
斜
面
を
進
む
（
⑭
）。
こ
こ
で

は
道
が
一
度
⑬
の
尾
根
の
方
を
向
く
の

で
、
右
後
ろ
か
ら
来
る
道
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

広
く
ゆ
る
や
か
な
ピ
ー
ク
を
越
え
て
明

瞭
な
鞍
部
（
⑮
）
か
ら
尾
根
の
左
斜
面
を

進
ん
で
到
着
す
る
明
瞭
な
鞍
部
が
寒
谷

峠
。



　

２
月
も
中
旬
を
迎
え
る
頃
に
は
、
ど

ん
な
形
で
あ
れ
冬
の
終
わ
り
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
里
で
は
雪
よ
り
雨

降
り
の
日
が
多
く
な
り
、
山
で
の
行
動

可
能
時
間
も
長
く
な
る
。
ま
だ
ま
だ
昼

の
時
間
よ
り
も
夜
が
長
い
と
分
か
っ
て

は
い
る
が
、
春
へ
の
期
待
か
ら
か
、
そ

れ
と
も
長
い
冬
を
乗
り
切
っ
た
安
心
感

か
ら
か
、
ど
こ
と
な
く
気
持
ち
に
余
裕

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
何
度
か
の
降
雨
に
よ
っ
て

程
よ
く
締
ま
っ
た
雪
の
上
を
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
で
は
な
く
、
輪
か
ん
じ
き
を
履

い
て
歩
く
楽
し
さ
っ
た
ら
何
だ
ろ
う
。

知
り
合
い
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
ク
ロ
モ

ジ
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ん
じ
き
も

喜
ん
で
お
供
し
て
く
れ
る
（
ク
ロ
モ
ジ

は
油
分
が
多
く
、
雪
が
付
き
に
く
く
曲

げ
や
す
い
）。
サ
ク
サ
ク
と
雪
に
刺
さ

る
２
本
の
爪
の
音
を
聴
き
な
が
ら
、
白

神
岳
へ
の
尾
根
を
登
る
。
時
折
膝
ま
で

沈
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
概
ね
快
適
。
半

袖
に
な
っ
て
両
腕
で
ス

ト
ッ
ク
を
振
り
な
が
ら

ブ
ナ
の
た
だ
中
へ
。
標

高
８
０
０
ｍ
を
超
え
る
頃
か
ら
は
眼
下

に
日
本
海
と
私
が
暮
ら
す
集
落
が
見
え

る
。
わ
ず
か
３
時
間
前
に
は
自
宅
で
朝

食
を
と
っ
て
い
た
の
に
、
今
、
周
り
は

べ
っ
と
り
と
雪
を
ま
と
う
ブ
ナ
ま
た
ブ

ナ
。
少
々
高
度
を
損
す
る
が
、
マ
テ
山

直
下
の
「
ブ
ナ
の
木
平
」
ま
で
下
り
て

み
た
り
す
る
。
人
の
足
跡
は
な
い
が
、

滴
り
落
ち
た
水
滴
が
作
り
出
す
小
さ
な

穴
が
無
数
に
あ
っ
た
。
４
～
５
ｍ
は
あ

る
で
あ
ろ
う
積
雪
の
た
め
、
目
線
が
高

い
。
何
す
る
訳
で
も
な
く
、た
だ
歩
く
。

楽
し
さ
し
か
な
い
。
喉
の
奥
底
か
ら
沸

き
上
が
る
喜
び
。
あ
の
感
覚
っ
て
私
だ

け
の
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
人
で
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
山
頂
稜
線

を
目
指
し
た
２
月
下
旬
の
１
日
だ
っ

た
。

│第 30 回│

冬の終わり
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メコノプシス・プルプレア　
中国四川省、巴朗山峠　標高 4500m

　

夏
、
巴
朗
山
（
バ
ー
ラ
ン
シ
ャ
ン
）
峠
の
周
辺

は
一
面
の
花
畑
と
な
る
。
青
い
ケ
シ
以
外
に
も
ケ

マ
ン
ソ
ウ
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
、
サ
ウ

ス
レ
ア
な
ど
様
々
な
高
山
植
物
が
一
斉
に
そ
の
華

麗
さ
、
可
憐
さ
を
競
い
合
う
。
時
に
降
雪
が
あ
っ

た
り
す
る
と
、
純
白
の
絨じ

ゅ
う

毯た
ん

の
上
に
赤
、
青
、
黄

色
の
無
数
の
花
が
星
の
ご
と
く
ち
り
ば
め
ら
れ
、

地
上
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
な
る
。
何
度
で
も
訪
ね
た

く
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　

こ
こ
で
咲
く
青
い
ケ
シ
は
４
種
あ
る
。
既
に
紹

介
し
た
３
種
は
い
ず
れ
も
大
型
で
華
や
か
で
あ
る

が
、
残
り
の
１
種
、
メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
プ
ル
プ
レ

ア
は
１５
㎝
～
３０
㎝
と
比
較
的
小
型
で
楚そ

そ々

と
し
た

花
だ
。
岩
陰
や
丈
の
高
い
草
間
で
咲
く
の
で
、
深

窓
の
乙
女
と
い
っ
た
感
じ
だ
。
以
前
は
Ｍ
・
ラ
ン

キ
フ
ォ
リ
ア
の
亜
種
レ
ピ
ダ
と
さ
れ
て
い
た
が
、

吉
田
外
司
夫
氏
や
青
い
ケ
シ
研
究
会
に
よ
る
甘
粛

省
調
査
で
、
原
記
載
地
の
種
と
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
別
種
と
な
る
予
定
だ
。
雄ゆ

う
ず
い蕊

の
葯や

く

に
紫
色
の
斑
点
が
で
る
こ
と
か
ら
、
プ
ル
プ
レ
ア

（
ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｌ
ｅ
＝
紫
）
と
命
名
さ
れ
る
（
２
０

１
９
年
１２
月
現
在
）。

　

私
が
訪
れ
た
２
０
１
３
年
に
は
、
こ
の
峠
を
貫

通
す
る
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
中
で
あ
っ
た
が
、
２
０

１
６
年
完
成
。
便
利
に
な
っ
た
の
は
よ
い
が
、
こ

の
素
晴
ら
し
い
花
畑
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は

ち
ょ
っ
と
残
念
だ
。

写
真
・
文　

松
永
秀
和

─四川省編④─

38



雪の林道歩き
石井光造

　

い
ま
も
不
通
に
な
っ
て
い
る
只
見
線
、

全
線
開
通
は
二
年
先
と
か
い
う
。
小
出
か

ら
大
白
川
に
は
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

し
い
。
こ
こ
か
ら
五
味
沢
の
音
松
荘
に
行

き
、
守
門
岳
黒
姫
の
下
に
あ
る
可
愛
ら
し

い
湿
原
田
代
平
へ
の
雪
道
歩
き
に
は
、
心

に
残
る
風
景
が
幾
つ
も
あ
る
。

　

処
女
出
版
の
『
静
か
な
山
歩
き
』
4
冊

（
Ⅰ
～
Ⅳ
）
に
四
季
の
田
代
平
の
風
景
を

表
紙
に
し
た
。
こ
の
た
め
五
味
沢
林
道
を

往
復
し
た
こ
と
は
数
回
に
な
る
。
初
夏
の

水み
ず

芭ば

蕉し
ょ
う

、
秋
の
草
紅
葉
の
湿
原
な
ど
は
、

林
道
そ
の
も
の
も
変
化
が
あ
っ
て
、
飽
き

る
こ
と
な
く
歩
け
た
も
の
だ
が
、
白
一
色

の
雪
道
歩
き
は
、
忍
耐
そ
の
も
の
だ
っ
た

気
が
す
る
。

　

単
調
な
林
道
歩
き
だ
が
、
途
中
に
目
印

に
な
る
風
景
が
記
憶
の
キ
ー
に
な
っ
て
い

る
。
破あ
ぶ
る
ま間
川
の
谷
を
隔
て
た
松
の
緑
が
印

象
的
な
白
い
岩
峰
を
行
く
た
び
に
撮
影
し

て
い
た
。
右
写
真
は
冬
、
中
が
四
月
の
残

雪
豊
か
な
時
期
、
同
じ
雪
道
で
も
、
雪
と

岩
の
色
合
い
が
異
な
る
。
冬
は
天
候
が
悪

く
背
景
の
山
も
見
え
な
い
。
左
の
夏
の
写

真
で
岩
峰
が
一
番
白
く
見
え
た
の
に
は
、

び
っ
く
り
だ
っ
た
。

vol.85

山の色の変化と時間夕方は山も空もすごい美しくなります。
その時間の経過と色の見方を私の水彩で見てみます

1. 夕方になり、まだ太
陽がでているときは
空と山の明度があま
り変わらないで表現
しますが、空に少し

「黄色」を入れると良
い表現になります。

3.夕日が沈む瞬間の「夕
焼け」の色も綺麗で
す。一回で空の表現
をすることを勧めて
います。山はその明
度が暗くなっていく
といいです。

2. 夕日が沈むころにな
ると空の青が見えま
すが、黄色を強く入
れるときれいです。

「オレンジ」を使わな
いで「赤」で黄色の
ところに持っていく
のがわたしの好きな
表現です。

4. 太陽が沈んでまだ綺
麗な夕焼けが見える
ときは上に「夜の濃
い色」（藍色）を入れ
るといいでしょう。
浮いてる雲も乾かな
いうちに乗せていく
と良いです。
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山の基礎装備
雪でも使える

軽量・コンパクトストック

し
、
冬
は
無
風
で
晴
天
の
時
や
森
林
限

界
を
越
え
な
け
れ
ば
、
楽
し
め
る
山
は

い
く
ら
で
も
あ
る
も
の
で
す
。

　

私
は
街
の
冬
は
嫌
い
で
す
が
、
冬
の

山
々
は
と
て
も
好
き
な
ん
で
す
。
雪
や

霧
氷
が
き
れ
い
で
、
空
気
が
澄
ん
で
い

て
眺
め
が
良
い
雪
道
の
方
が
歩
き
易
い

場
合
も
あ
る
ん
で
す
。ま
ぁ
春
夏
秋
冬
、

良
い
時
期
の
良
い
山
に
行
け
れ
ば
、
幸

せ
な
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
し
て
、
雪
の
あ
る

山
で
は
絶
対
に
あ
っ
た

方
が
良
い
道
具
の
一
つ

“
ス
ト
ッ
ク
（
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ポ
ー
ル
）”
で
す
が
、

そ
の
中
で
も
軽
量
の
上

コ
ン
パ
ク
ト
で
デ
イ

パ
ッ
ク
に
も
入
っ
て
し

ま
う
、
人
気
の
ブ
ラ
ン

ド
ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
の

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
シ
リ
ー

ズ
。
２
０
１
７
年
モ
デ

ル
ま
で
は
３
シ
ー
ズ
ン

仕
様
で
し
た
が
、
２
０

１
８
年
モ
デ
ル
よ
り
ス

ノ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
い

う
雪
で
も
沈
み
に
く
い

　

冬
本
番
で
す
。寒
い
で
す
よ
ね
ぇ
～
。

私
は
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
手
先
・

足
先
が
冷
え
冷
え
に
な
り
、
冬
は
大
嫌

い
で
す
。
誕
生
日
が
８
月
の
た
め
か
、

昔
は
夏
が
好
き
で
し
た
が
、
近
年
暑
く

て
つ
ら
い
の
で
コ
レ
ま
た
嫌
い
で
す
。

や
っ
ぱ
り
春
と
秋
が
過
ご
し
易
い
の
で

良
い
の
か
な
ぁ
～
。

　

一
般
的
に
冬
の
山
は
「
キ
ケ
ン
、
怖

い
、
寒
い
」
そ
し
て
「
遭
難
! !
」
な

ん
て
暗
く
思
わ
れ
て
な
い
で
し
ょ
う

か
？　
「
山
歩
き
は
春
か
ら
」
な
ん
て

冬
眠
を
決
め
込
ん
で
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、１
ヶ
月
、

２
ヶ
月
と
山
に
行
か
な
い
と
、
体
力
も

山
の
カ
ン
も
冬
の
間
に
落
ち
ち
ゃ
い
ま

す
よ
！　

夏
は
高
い
山
な
ら
快
適
で
す

大
き
な
リ
ン
グ
が
装
着
可
能
と
な
り
、

雪
の
あ
る
山
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
ん
で
す
。
ス
ノ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
の
強

～
い
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
、
間

違
い
な
し
で
す
。

　

た
だ
、
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
テ
ッ
ク
テ
ィ
ッ
プ
ラ

バ
ー
は
金
属
製
の
カ
バ
ー
バ
イ
ド
タ
イ

プ
に
付
け
替
え
て
氷
雪
対
応
に
し
、
舗

装
路
や
木
道
な
ど
で
は
別
売
の
ゴ
ム
製

Ｚ
ポ
ー
ル
用
テ
ィ
ッ
プ
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

（
写
真
３
参
照
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｚ
ポ
ー
ル
専
用
の
ス
ノ
ー
バ

ス
ケ
ッ
ト
は
や
や
小
さ
め
な
上
ス
パ
イ

ク
（
石
突
）
部
の
長
さ
も
短
い
の
で
、

本
格
的
な
雪
山
で
は
重
く
と
も
大
き
目

の
ス
ノ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
ス

ト
ッ
ク
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
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元カモシカスポーツ本店店長

冬場の氷雪には
冬場の氷雪には、購入時付属の金属製のテック
ティップカーバイドに替えること（紛失したら
別売あり ￥900）。状況に応じて、右の Z ポール
ティッププロテクター（いわゆるゴムキャップ 
￥650）を使おう。

Z ポールスノーバスケット
ディスタンスシリーズの固定バスケットにク
リップして使用する専用タイプ。￥1,200

写真 3

写真 4

ブラックダイヤモンド社・ディスタンス FLZ
アルミ合金製で、スタンダードなタイプ。長さ
は 15 ～ 20 ㎝調節可能。若干色違いのウィメン
ズタイプもある。￥15,300

写真 1 

全長

95 ～ 110 ㎝

105 ～ 125 ㎝

120 ～ 140 ㎝

収納時

33 ㎝

36 ㎝

41 ㎝

ペア重量

415g

445g

475g

ブラックダイヤモンド社・ディスタンスカーボン FLZ
カーボン製で、とにかく軽い。長さは 15 ～ 20
㎝調整可能。以前のモデルより強度アップした
が、価格は高いから大切に使おう。￥20,700

写真 2 

全長

95 ～ 110 ㎝

105 ～ 125 ㎝

120 ～ 140 ㎝

収納時

32 ㎝

35 ㎝

40 ㎝

ペア重量

332g

360g

385g

※小物類はすべてペア販売 40
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